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平
和
の
た
め
に
歩
み
続
け
た
20
年
間

HISTORY

テ
ラ
・
ス
タ
イ
ル
東
京（
定
期
活
動
報
告
会
）開
始

後
援
会
組
織「
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
千
葉
」設
立

ブ
ル
ン
ジ
に
て
、元
子
ど
も
兵
お
よ
び

紛
争
被
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
住
民
参
加
型
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

ブ
ル
ン
ジ
に
て
、ブ
ジ
ュ
ン
ブ
ラ
市
に
事
務
所
を
開
設

イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
人
数
が
、1
0
0
名
を
突
破

創
設
15
周
年
を
迎
え
、周
年
事
業
を
実
施（
イ
ベ
ン
ト
、記
念
誌
ほ
か
）

公
益
財
団
法
人
社
会
貢
献
支
援
財
団「
社
会
貢
献
者
賞
」受
賞

国
連
特
別
諮
問
資
格
を
取
得

ラ
オ
ス
に
て
、シ
エ
ン
ク
ア
ン
県
に
事
務
所
を
開
設

ウ
ガ
ン
ダ
に
て
、南
ス
ー
ダ
ン
難
民
支
援
事
業
を
開
始

後
援
会
組
織「
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
東
海
」設
立

日
本
に
て
、佐
賀
事
務
所
を
開
設

九
州
県
内
に
お
け
る
啓
発
活
動
お
よ
び
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）の
受
付
を
開
始

九
州
北
部
豪
雨
へ
の
支
援
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
を
開
催

武
器
貿
易
条
約（
A
T
T
）締
約
国
会
議（
C
S
P
）に「Terra Renaissance Sponsorship Program

」を
設
立
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
お
け
る
支
援
活
動
を
各
事
業
地
で
開
始

J
I
C
A
 N
G
O
等
提
案
型
プ
ロ
グ
ラ
ム「
京
都
S
D
G
s
ラ
ボ
」の
運
営
を
開
始

創
設
20
周
年
を
迎
え
、周
年
事
業
を
実
施（
イ
ベ
ン
ト
、記
念
誌
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ほ
か
）

佐
賀
事
業
に
お
い
て
、東
明
館
学
園
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結

組
織
体
制
と
し
て「
政
策
提
言
推
進
室
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
室
」を
新
設

「
大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を「
大
槌
刺
し
子
」と
し
て
事
業
再
編

第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
S
D
G
s
ア
ワ
ー
ド
副
本
部
長（
外
務
大
臣
）賞 

受
賞

啓
発
事
業
に
お
い
て
、認
定
N
P
O
法
人
D×

P
と
業
務
提
携
の
う
え
日
本
国
内
に
お
け
る
若
者
へ
の
支
援
活
動
を
実
施

後
援
会
組
織「
テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン
ス 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
東
京
」設
立

海
外
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
活
動
を
本
格
開
始（
主
に
台
湾
、英
語
圏
）

イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
人
数
が
、1
5
0
名
を
突
破

認
定
N
P
O
法
人
と
な
る

2001

創
設
者
の
鬼
丸
昌
也
が
、講
演
活
動
を
始
め
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
地
雷
撤
去
支
援
事
業
を
開
始

テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン
ス（
任
意
団
体
）の
設
立

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
て
、バ
ッ
タ
ン
バ
ン
市
に
事
務
所
を
開
設

ウ
ガ
ン
ダ
の
元
子
ど
も
兵
社
会
復
帰
支
援
事
業
で
38
名（
1
・
2
期
生
）が
卒
業

コ
ン
ゴ（
民
）に
て
、中
央
カ
サ
イ
州
に
事
務
所
を
開
設

武
器
貿
易
条
約
国
連
会
議（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）へ
参
加

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金「
地
球
市
民
賞
」受
賞

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約
第
1
回
締
結
会
議（
ラ
オ
ス
・
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
）へ
参
加

,05,06,07,08,09,10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,21

N
P
O
法
人
格
を
取
得

ウ
ガ
ン
ダ
に
て
、カ
ン
パ
ラ
市
に
事
務
所
を
開
設（
2
0
0
8
年
に
閉
鎖
）

ウ
ガ
ン
ダ
に
て
、元
子
ど
も
兵
社
会
復
帰
支
援
事
業
を
開
始

テ
ラ
・
カ
フ
ェ（
定
期
活
動
報
告
会
）開
始

イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
人
数
が
、50
名
を
突
破

「
大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」運
営
開
始

理
事
長
に
小
川
真
吾
が
就
任

,03

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
事
業
を
本
格
的
に
開
始

ラ
オ
ス
に
て
、不
発
弾
処
理
支
援
お
よ
び
中
学
校
建
設
支
援
事
業
を
実
施

コ
ン
ゴ（
民
）に
て
、子
ど
も
兵
の
現
地
調
査
を
実
施

お
よ
び
現
地
N
G
O
と
連
携
し
、元
子
ど
も
兵
社
会
復
帰
支
援
を
開
始

コ
ン
ゴ
に
て
子
ど
も
兵
の
現
地
調
査

地
雷
撤
去
を
行
う
関
連
団
体
に
資
金
支
援

佐
賀
県
に
事
務
所
を
開
設

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
設
立

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
活
動

大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（Photo by t.koshida

）

創
設
　
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

10

20th ANNIVERSARY MAGAZINE 20th ANNIVERSARY MAGAZINE 0607







支援プロジェクトのプロセスを、6つの段階にわけて解説。
ところどころで “テラ・ルネッサンスらしさ”が垣間見える
内容です。国内の連携とあわせてご紹介します。

支援プロジェクトのプロセスとスタッフの連携
PRO

JECT FLO
W

調査事業立案資金調達

テラルネの支援活動は「ないもの探
し」からはじまります。食料がない、
職がないなど、支援を必要としてい
る方々と対話を重ねながら、何が本
質的に求められているのかを丁寧に
観察することが大切です。さらに、こ
のうえで「あるもの探し」を行いま
す。地元の人々の伝統的な知恵や知
識、技術、自然資源、文化的な価値に
至るまで、対象地域や対象者一人ひ
とりに内在するものを活かして何が
できるのかを考えます。

123

ACTION

対象者にとって適切な支援のゴール
を設定します。そして、これを達成す
るための道筋（段取り）を描き、必要
な人や資金、時間などを見積もり、具
体的かつ実現可能な事業計画へと練
り上げていきます。同時にゴールの
達成を阻害する外部要因や、この事
業で「達成できないこと」を把握して
おくことも重要です。それにより、他
の援助機関やセクターの役割を認識
し、お互いが連携し、更なる上位ゴー
ルに近づくことができます。

ACTION

『事業立案』で明らかになったよう
に、計画した支援を実施するために
は活動資金の調達が必要です。テラ·
ルネッサンスの場合、公的機関から
の助成金なども活用する一方、個人
や企業の皆さまへ寄付のご協力を呼
びかけることを大切にしています。そ
の理由は、ひとりでも多くの方に寄付
という形で事業に関わっていただ
き、ともに社会課題を解決していく
パートナーとしての仲間を増やしてい
きたいと考えているためです。

ACTION

実施評価と改善報告

実施していく上で、最も重要なことは
「計画に縛られ過ぎず」ゴールを常に
意識するということです。現場では
“想定外“が常に発生しうることを想
定しなければいけません。事業立案
で描いた道筋（計画）が閉された時
に、いかにクリエイティブに別の道筋
を描き、ゴールへ導くかが実施者の
役割です。支援を受ける方々とともに
よりよい形を模索し、敏速で柔軟な
軌道修正を行いながら目標達成を目
指します。

456

ACTION

事業の実施前後の変化を可能な限
り量的、質的に評価していきます。ま
た、中長期的に対象者に与えている
インパクトを評価することも大切で
す。特に、一人ひとりのウェルビーイ
ングは客観的な経済指標のみで測
れるものではないので、総合的かつ
長期的な視点で評価と改善を行うこ
とを心がけています。

ACTION

寄付という形で思いを託していただ
いた方々へ、様々な報告をもって御
礼をお伝えします。年に一度の総会
をはじめ、年次報告書やブログでの
活動レポート、お礼状や寄付金の領
収証発行など、その方法は様々で
す。細やかで丁寧な報告によって、ご
支援いただく皆さまとのよりよい関
係を築いていきたいと願っています。

ACTION

ないものを探し、あるものを探すゴールまでの道筋を描く仲間をあつめるゴールを見失わず、
柔軟に修正をする

長期的・総合的な視点で
支援の効果を見つめる

御礼と報告で
よりよい関係を築く

活動のために必要な資金を調達することは、ファンド
レイジングにおける最重要課題です。一方、資金さえ
集められるとよいかといえば、テラ・ルネッサンスの
場合は少し違っています。なぜなら、ファンドレイジ
ングとは社会課題をともに解決するための「仲間集
め」だと考えているからです。では、なぜ仲間を集め
たいかといえば、資金調達を叶えるためだけでなく、
寄付を通じて一人ひとりに関心を持ってもらい、その
意思をもって「社会を変えるための運動」にしたいと
考えているからです。ファンドレイジングの本質とは、
市民が持つ「社会課題をなんとかしたいという気持
ちに応えるコミュニケーション」だといえます。

啓発に立脚した
ファンドレイジングの実践

小
田
起
世
和
｜
啓
発
事
業
部
長

年に一度の決算をはじめ、定期総会の開催や日々の資金繰り、海外への活動資金
の送金や各種保険の手続きなど。これらは、国内において管理部が担っている業
務の一部です。私たちの役割は、最適な環境をいかに作れるかということ。安全か
つ円滑に進められるように、既存のルールの中で、またときに新たなルールを作り
ながら、どのように事業を実現できるかについて考え、実行します。このため、管理
部が担う役割は企業であってもテラ・ルネッサンスであっても変わりません。そのう
えで感じるのは、テラ・ルネッサンスが取り組む事業と挑戦は、新しい可能性に満
ちているということ。現場で事業に励む人たちの味方でありたいと願っています。

当たり前の状況を、当たり前に感じられるように

隅
田
千
恵
｜
管
理
部
長
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NGOインターバンドのカンボジアからの撤退
に伴い、カンボジア事務所や現地スタッフ、車
両を引き継ぎ、カンボジア事務所を設立。

バッタンバン州カムリエン郡オウ・
チョムボック村で、魚の養殖用た
め池10基の掘削（写真下）し、裁
縫技術訓練を開始(写真上)。

ラオス・シエンクアン県ノンヘット郡にて不発
弾撤去後の土地にプレマ株式会社様のご支援
でプレマ・シャンティ中学校を建設。

ラオスのシエンクアン県での不発弾汚染地域での学校建
設のニーズ調査を実施（写真上）。地雷埋設地域のバヴェ
ル郡サムロン・チェイ村に、株式会社穂高住販様からのご
支援で、小学校を建設（写真下）。

2001

ポル・ポト時代の強制収容所として使われたトゥール・ス
レン博物館、キリング・フィールド、ゴミの山、地雷撤去作
業、地雷被害者などを治療する病院や、義肢装具を提供
するリハビリテーションセンターなどを視察するととも
に、集めた資金を各団体へ提供。

スタディツアーでゴミの山の小学校へ。
日本からの文房具を提供。

カンボジア義肢装具士養成学校
で勉強するヒム・カンニャさん
（写真右）へ女性義肢装具士を育
成するための奨学金を提供。

バッタンバン州バヴェル郡
に住む除隊兵士家族の社
会復帰支援をN G Oイン
ターバンドと協働で実施。

訪問した孤児院（写真左）や難民を
助ける会が運営する車椅子工房
（写真下）、義肢装具士養成学校や、
地雷被害者らを治療する病院など
を視察し、集めた資金を提供。

地雷撤去団体の地雷撤去現場
を視察したときの様子。日本語
ガイドのヴァーサラさんは、熱心
にガイドをしてくれたが、2007
年に病気で亡くなった。

地雷廃絶と被害者支援の会・熊本ととも
にカンボジア義肢装具士養成学校で勉
強するウム・ソックンさんへ女性義肢装具
士を養成するための奨学金を提供。

バッタンバンにて、イタリアのNGOが
運営するエマージェンシー病院へ、車
椅子を提供。

スタディツアーで、バッタンバ
ンにあるクメール財団が運営
する孤児院ピースフル・チルド
レン・ホーム2へ資金を提供。

鬼丸がカンボジアを初めて視察した。

2002 カンボジア視察

Historical Changes of Asia Projects

アジア事業

の
変
遷

20032004

2005

2006
クン・チャイ
カンボジア事務所 プロジェクト・コーディネーター

皆さま、こんにちは。私たちの活動は、
地雷被害者などの障害者や脆弱な世
帯の生活を向上させるとともに、基礎
教育を脆弱な世帯の子ども達へ提供
することです。人々を勇気づけ、貧困を
削減し、世界の平和をつくる人材を育
成することを目指しています。私たちの
使命を実現するために、皆さまの心、想
い、活動と資源を、常に共有してくださ
ることに感謝申し上げます。

st
af

f c
om

m
en

t

リィ・サリップ
カンボジア事務所プロジェクト・オフィサー

カンボジアでの事業では、受益者たちが、「自分自身
やその家族と、レジリエントな生活ができ、幸せ、平
和、コミュニティの中での繋がりを感じることができ
た。自然環境を守りながら、持続的に生活していくた
めの技術、知識を持てるようになった」と言って貰え
るように、心の中で常に想像しながら、活動していま
す。皆さまからの継続したご支援に感謝するととも
に、安全と健康をお祈りいたします。

st
af

f c
om

m
en

t

カンボジア事務所設立

ラオス・シエンクアン県の
不発弾汚染状況を視察。

ラオス初視察

2007

2008

2009

サムロン・チェイ村に
穂高小学校を建設
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飯村浩
ラオス事務所 アジア事業サブマネージャー

インドシナ戦争中の爆撃により今
も膨大な不発弾が残るラオス、シ
エンクワン県で、幼児向けの不発
弾回避教育と脆弱な人々の生計向
上支援を行っています。年配の方
が過去の言われのない爆撃を振り
返り、今の暮らしが平穏で幸せだ
と語るのを聞くと切なくなります
が、膨大な不発弾と生きる皆が現
在も未来も安全に、豊かに暮らせ
るよう、日々活動を続けています。

st
af

f c
om

m
en

t

スーチャイ・ポンマワン
ラオス事務所 経理アドバイザー

サバイディー。私たちはラオスにお
いて、対象の学校や村の子供たち
に不発弾回避教育を実施していま
す。不発弾の危険から子どもたちを
守るために、私たちが実施している
活動に子どもたちが笑顔で参加し、
楽しんでいるのを見ると私は幸せ
な気持ちになります。私は子どもた
ちが明るい笑顔、明るい未来ととも
に成長してほしいと願っています。

st
af

f c
om

m
en

t 2010

2013

2012

2014

2017

2019

2016

2018

カンボジアのバッタンバン州カムリエン郡のま
だ地雷原の残るオッチョンボック村の小学校を
訪問したMerry Projectのメンバーと一緒に、子
どもたちへの地雷回避教育を実施するとともに、
地雷の危険性を知らせる“地雷うちわ”を配布。

ラオスのシエンクアン県
で活動する不発弾撤去
団体M AG - L aoの女性
不発弾撤去チームへ金
属探知機6基を提供。

地雷埋設地域であったカン
ボジアのバッタンバン州バ
ヴェル郡のブオ・ソンクリア
チ村とパイリン州オウ・チェッ
ト・プラム村に、小学校をそ
れぞれ建設し、雨季でも授業
実施可能になった。

カンボジアで活動する地
雷撤去団体M AGの機械
チームへの１年間の活動
費を提供。機械チームが、
より早く効率的に地雷撤
去活動を実施することが
できるようになった。 

ラオス南部のアッタプー
県で活動する不発弾撤
去団体UXO-Laoの不発
弾撤去活動を視察し、ラ
オス南部での不発弾汚
染状況の調査を実施。

カンボジアのバッタン
バン州ロカブッス村
で、6名の村人へ裁縫
技術訓練を実施し、自
宅の前でお店を開い
たチャン・トーンさん。

ラオスのシエンクアン県クーン郡ポーンサイ村の不発弾
撤去後の土地に３教室の小学校を建設。学校の敷地内
から４発のクラスター爆弾の不発弾が見つかった。

カンボジアのバッタンバン州ロカ
ブッス村で生活する地雷被害者の
スー・マウさんへ牛2頭を支援。

カンボジアのバッタンバン州プレア・
プット村に2014年に編入された地雷
原の残るコミュニティの子どもたちへ
幼稚園を建設。村の小学校が遠いた
めに学校へ通えていなかった子ども
たちへ基礎教育支援を実施。

ラオスのシエンクアン県ペック郡の不発弾汚染
地域の2村で、産学民連携による持続可能な森
林保全のための自然共生型産業の普及活動、ラ
オス不発弾汚染地域における養蜂の技術向上と
普及を目指した”farm miel”プロジェクトを開始。

カンボジアのバッタンバン州カムリエ
ン郡の障害者100世帯へヤギの飼育
支援を実施。他の牛や鶏、ハリナシミ
ツバチの家畜とともに、単一換金作
物の栽培だけに依存せず、収入源を
多様化させる活動を実施。

カンボジア・バッタンバン州プレア・プット村で、最貧
困層の6名の女性へ裁縫技術訓練を実施。

ラオスのシエンクアン県カム郡パ
ハーン村で、不発弾撤去後に水道
の敷設工事を実施。写真は、野菜
栽培のプランターとして活用され
えている親爆弾の残骸の下で遊
ぶ村の子どもたち。

同じくカンボジアの支援対象者
100世帯へ生計向上支援を実
施。支出を減らすために野菜栽
培訓練を実施し、野菜栽培をする
対象世帯のペッチ・サルンさん。

ラオスのシエンクアン県
ペック郡の不発弾汚染地域
の2村で実施した養蜂支援
事業で、収穫した蜂蜜を製
品化して、販売を開始。

同じくカンボジアの生計向上支援
事業で、子ヤギが生まれて喜ぶ地
雷被害者ムオン・ルンさん（右）と
農業専門家ポーン・サリー氏（左）。

カンボジアのバッタンバン州ロカブッス村で、村人
たちのミーティングを実施し、村の将来について話
し合う村人たち。

2011

2015

2008年ごろ
駐在員の江角が現地のNGOから
車を引き受けた

途上国での活動に車は欠かせない
そんな喜びも束の間...

スコールが降ったときは
車の中で傘をさして移動するハメに

2020
ラオスのシエンクアン県ペック郡ヨードグム地域で、
戦争を知らない7歳以下の子どもたちを対象に不発弾
回避教育と生活基盤整備支援プロジェクトを実施。

同じくカンボジアの生計向
上支援事業で、支援したヤ
ギに子ヤギが生まれて喜ぶ
地雷被害者ムオン・ルンさ
ん（右）と農業専門家ポー
ン・サリー氏（左）。

ᲀ㟽㟶㟜㟪⨪

㮓ㅏ㡘㡶⭍㠺㡆㮔
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アジアにおける自立と自治
受益者とともに歩んできた20年

#アジア事業

スヴァイ・チュロム村在住。地雷で右脚を負傷。以前は
キャッサバ栽培と日雇い労働をしていたが、2017年
から約３年間の生計向上支援を受け、現在は主に家
庭菜園と家畜飼育で生計を立てている。奥さんと、５
人の子どもたちとの７人暮らし。

スン・シエンさん（仮名）

　

妻
と
、15
歳
か
ら
20
歳
ま
で
の
５
人
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。支
援
を
受
け
る
ま
で
は
キ
ャ
ッ
サ
バ

の
栽
培
を
し
て
い
ま
し
た
が
、一
年
に
一
度
し
か
収
穫
が
な
く
、

そ
の
ほ
か
の
時
期
は
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

私
と
妻
と
で
日
雇
い
労
働
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
れ
も
仕

事
の
あ
る
農
繁
期
と
そ
う
で
な
い
時
期
が
あ
り
生
活
は
大
変
で

し
た
。食
べ
る
も
の
が
買
え
な
い
と
き
は
特
に
厳
し
か
っ
た
で

す
。そ
こ
で
、自
分
た
ち
の
生
活
を
変
え
た
い
と
思
い
、テ
ラ
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
の
支
援
で
家
畜
を
借
り
て
飼
育
を
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。一
年
目
が
ヤ
ギ
で
、二
年
目
が
ニ
ワ
ト
リ
、三
年
目
は

ハ
リ
ナ
シ
ミ
ツ
バ
チ
、最
後
が
牛
で
す
。2
0
1
7
年
か
ら
開
始

し
て
今
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
、家
畜
の
飼
育
は
村
の
な
か
で
も
新
し
い
取
り
組
み

だ
っ
た
の
で
す
が
、特
に
心
配
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、季
節
に
よ
っ
て
は
気
温
差
で
ニ
ワ
ト

リ
が
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、ヤ
ギ
が
ほ
か
の
畑

の
作
物
を
食
べ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
い
と
い
け

な
い
な
ど
、大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
。一
方
で
、支
援
事
業
の
な

か
で
二
人
の
獣
医
さ
ん
が
訓
練
さ
れ
て
い
て
、連
絡
を
す
れ
ば

す
ぐ
に
来
て
治
療
を
し
て
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

家
畜
の
飼
育
で
安
定
し
た
収
入
を
得
る

　

以
前
は
時
期
に
よ
っ
て
収
入
が
左
右
さ
れ
て
い
た
の
で

困
っ
て
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、今
は
ど
う
し
て
も
お
金
に
困
っ

た
と
き
に
は
家
畜
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、お
米
や
野

菜
、病
気
の
と
き
の
薬
な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

家
畜
飼
育
や
家
庭
菜
園
を
始
め
て
か
ら
は
、家
族
と
過
ご
す
時

間
が
増
え
て
、子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
家
畜
の
お
世

話
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。支
援
を
受
け
る
前
と
後
で
は
、生

活
が
か
な
り
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。ほ
か
に
も
、家
庭
菜
園

の
支
援
を
受
け
て
、野
菜
の
種
を
も
ら
い
育
て
方
を
学
び
ま
し

た
。支
援
で
い
た
だ
い
た
水
瓶
や
家
庭
菜
園
用
の
ネ
ッ
ト
、

ジ
ョ
ウ
ロ
な
ど
の
道
具
も
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。私
自
身
も

家
畜
の
飼
育
は
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、こ
れ
か
ら
子
ど

も
た
ち
が
結
婚
し
て
、自
立
し
て
い
く
と
き
に
も
飼
育
で
き
る

よ
う
に
、家
畜
を
わ
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
け
て
あ
げ
た
い

ヤギ飼育訓練を実施した時の様子

牛の世話をしに牛小屋へ向かうシエンさん

20172018201920202022 2021

シエンさんの
支援フロー

2018年に鶏飼育訓練を受けるととも
に、鶏の感染症や病気の予防や治療に
使える現地の数十種類の薬草を使っ
た発酵液の製作をしている様子。

2018

2017年5月にグロー
バル経済のリスクと
お金に関するリスク
を実施。

2017.5

蜜源となる花も多く
咲き始め、55mlの蜂
蜜を収穫するととも
に、2群に分蜂。

2020.12

ヤギや牛へのミネラル
などを補給するため
の固形栄養補助剤の
製作訓練を実施。

2019

シエンさんは、「支援してもらったものは、全部大
切にしています。どれかを辞めたりすることはあり
ません」と話してくれました。本当に大切に面倒を
見てくれていて、少しずつですが、確実に収入源を
増やして、レジリエンスを高めています。

2021.09

グローバル経済とお金に関するワークショップ（年1回）

野菜栽培訓練

家畜開始時期鶏 ヤギハリナシミツバチ牛
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そ
の
土
地
、そ
の
人
に
合
う
支
援
の
あ
り
か
た

INTERVIEW
えずみたい（認定NPO法人テラ・ルネッサン
ス 理事・アジア事業マネージャー）｜大学
在学中、テラ・ルネッサンスのカンボジア・ス
タディツアーに参加。京都で大学院に通い
ながら、テラ・ルネッサンスで２年間イン
ターンを経験。2006年に職員となり、2008年
よりカンボジアに駐在、ラオスを含めアジア
事業全般の運営に携わる。

江角泰

支
援
の
哲
学
に
触
れ
る

―

活
動
の
変
遷
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
地
雷
撤
去
団
体
へ
の
資

金
援
助
か
ら
始
ま
り
、内
戦
中
に
怪
我
を
し
た
除

隊
兵
士
の
支
援
、貧
困
層
や
地
雷
被
害
者
の
方
々

を
対
象
と
し
た
村
落
開
発
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。私
は
2
0
0
8
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
駐
在
員

と
な
り
、地
雷
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
バ
ッ
タ
ン

バ
ン
州
の
三
つ
の
村
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

や
、タ
イ
と
の
国
境
閉
鎖
、自
然
災
害
の
影
響
に
よ

り
、出
稼
ぎ
や
換
金
作
物
で
収
入
を
得
て
い
た
村

人
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。一
方

で
、そ
う
い
っ
た
外
部
要
因
の
変
化
の
な
か
で
、私

た
ち
が
し
て
き
た
支
援
の
意
味
を
村
の
人
た
ち
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

―

こ
れ
ま
で
の
支
援
の
状
況
や
村
の
方
々
の
様
子

は
い
か
が
で
し
た
か
？

権
威
主
義
体
制
下
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
、

国
レ
ベ
ル
で
は
な
く
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ

ル
で
自
立
と
自
治
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
、活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。技
術
訓
練
や
教

育
支
援
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た

が
、村
の
人
た
ち
は
生
活
の
た
め
に
な
る
べ
く
早

く
、高
額
な
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
を
求
め
て
い

ま
し
た
。タ
イ
へ
出
稼
ぎ
に
行
く
人
。換
金
作
物
の

農
地
購
入
の
た
め
に
莫
大
な
借
金
を
抱
え
る
人
。

教
育
環
境
が
整
っ
て
い
て
も
、小
学
校
を
卒
業
す

る
前
に
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
子
ど
も
た

ち
。そ
こ
に
は
様
々
な
要
因
か
ら
く
る
貧
困
の
連

鎖
が
あ
り
、私
た
ち
が
提
供
し
よ
う
と
す
る
家
庭

菜
園
や
家
畜
飼
育
な
ど
、一
見
す
る
と
地
道
で
遠

回
り
の
支
援
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。村
の
人
た
ち
自
身
も
課
題
の
本
質

が
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、要
求
に

応
え
る
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ

ん
。こ
ち
ら
か
ら
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

な
が
ら
も
、何
を
ど
の
よ
う
に
提
供
す
れ
ば
い
い

か
わ
か
ら
ず
、上
手
く
い
か
な
い
と
感
じ
る
時
期

が
続
き
ま
し
た
。

―

成
果
が
見
え
に
く
い
期
間
が
続
く
な
か
、大
切

に
し
て
い
た
考
え
方
は
あ
り
ま
す
か
？

　

自
分
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
単
な
る
エ

ゴ
な
の
か
、本
当
に
村
の
人
た
ち
の
た
め
に
な
る

試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
き
た
日
々

そ
こ
に
あ
る
価
値
を
伝
え
る

こ
と
な
の
か
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。た
だ
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
な
い
と

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
も
す
る
。自
分
の
エ
ゴ

と
相
手
の
エ
ゴ
を
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
、重
な

る
部
分
が
あ
れ
ば
一
緒
に
や
っ
て
み
る
。そ
こ
か

ら
外
れ
る
と
、単
な
る
自
己
満
足
に
な
っ
て
し
ま

う
気
が
し
ま
す
。あ
と
、自
分
も
実
際
に
や
っ
て
み

る
。口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
け
ど
、家
庭
菜
園
と

か
も
や
っ
て
み
る
と
結
構
大
変
な
ん
で
す
。支
援

を
続
け
る
な
か
で
、最
近
特
に
大
切
だ
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は「
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
探
す
」と

い
う
こ
と
で
す
。内
戦
や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に

よ
っ
て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
自
尊
心
は
低
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。発
展
し
た
隣
国
が
ま
ば
ゆ

く
映
り
、き
れ
い
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
商
品
が

近
代
的
に
見
え
る
。け
れ
ど
、か
つ
て「
森
の
人
」と

呼
ば
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
持
つ
文
化
や
技
術
に

は
、目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
こ
に
あ
る
資
源
や

文
化
を
自
発
的
に
活
か
し
て
収
入
に
変
え
て
い
く

人
が
増
え
、自
立
や
自
治
に
向
か
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、私
た
ち

の
よ
う
に
外
か
ら
来
た
人
が
そ
の
土
地
の
良
さ
を

見
つ
け
、伝
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

―

活
動
を
振
り
返
り
、今
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

10
年
前
に
今
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
ら
成
功

し
て
い
た
か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
な
い
気
が
し

ま
す
。こ
れ
ま
で
の
時
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、村

の
人
た
ち
も
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、私
た
ち

も
学
び
の
な
か
で
見
え
て
き
た
も
の
が
あ
る
。実

際
に
成
果
も
出
て
き
て
い
ま
す
。各
世
帯
が
あ
る

程
度
の
自
立
を
し
、生
活
に
余
裕
が
出
て
く
れ
ば
、

自
治
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
お
互
い
に
尊
重

し
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、平
和
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ੱ㑆ޔߥࠇࠄ߈↢ߪߢࠅߣ߭ߪ
ੱ㑆ޕߥࠇࠄ߈↢߽ߢߌߛ
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アフリカでの子ども兵問題
の調査開始。鬼丸・小川らが
ウガンダ北部などを訪問
し、関係機関や元子ども兵
からの聞き取り調査を実施。

コンゴの紛争の影響で、
家族を亡くしたり、性暴力
の被害にあった女性たち
への洋裁訓練

ウガンダ北部で元子ども兵の社会復帰支
援事業を開始。地元の元子ども兵を受け入
れているレセプションセンターと協力し、
15名の元子ども兵の社会復帰を支援。

ウガンダ北部の元子ども兵社会復帰支援セン
ターを視察する現地政府高官、県知事、NGO関
係者、在ウガンダ日本国大使。

ウガンダ北部で元子ども兵の
訓練修了の様子。卒業後、76名
の元子ども兵は、現地の公務員
とほぼ同等の平均所得を得て、
社会復帰を達成。

コンゴ東部にて、紛争被害を受けた
女性たちへの農業支援や孤児や元子
ども兵への教育支援を新たに開始。

2012年開催の世界会議で招致した各国事務所の
スタッフと。

紛争被害を受けた女性の簡易洋裁訓
練施設。（コンゴ）

現地職員への研修
風景。同年から施設
の運営管理を現地
スタッフ主導の体制
に移行。（ウガンダ）

コンゴでのマラリア予防のための
蚊帳の配布。紛争下で緊急支援と
自立支援を並行しながら実施。

卒業して、自らの仕事で子どもを養育し
始めた元少女兵（右）とモニタリングする
現地職員（左）。

国連平和の日に「平和の鳩」掲げてパレー
ドするテラ・ルネッサンスで社会復帰に取
り組む元子ども兵たち。（ウガンダ）

ウガンダにて不法小型
武器問題の啓発活動を
開始。不法小型武器破
壊式典の様子。

コンゴにて、現地パートナーと協働での事業
を開始。不法小型武器問題の啓発ポスター
の配布と掲示を実施。

ウガンダ北部にて76
名の元子ども兵への職
業訓練や基礎教育、平
和教育などを開始。

コンゴにて、元子ども兵社会
復帰支援の調査を開始。元子
ども兵への聞き取り調査を
実施。元子ども兵（右）と現
地職員のトシャ・マギー（左）

コンゴ民主共和国において元子ども
兵の社会復帰支援を開始。現地視察
に訪れた創設者の鬼丸。

2004

2007

2008
2010

Historical Changes of Africa Projects

アフリカ事業

の
変
遷

2005

2006

ウガンダ事業スタート

コンゴ民主共和国事業スタート

鈴鹿達二郎
アフリカ事業マネージャー

ウガンダで活動をしていて「一人ひ
とり、それぞれ力を発揮する環境が
あれば、人は人生を変えることがで
きる」と感じています。その変化に
は年月がかかりますが、“元子ども兵”、
“難民”ということを感じさせず、むし
ろ、他の人たちよりも自信に溢れて
います。家族を支え、ビジネスを通し
て地域の人たちに洋服やセーター、
家具、家畜を提供したり、家を建設
したり。その姿にいつも励まされて
います。

st
af
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om
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t

オテマ・ジミー
ウガンダ事務所長

ウガンダ北部の紛争下に活動を開
始し、不可能にも思えた活動に取り
組んできました。元子ども兵の方た
ちは得た技術で地元の人々へ商品
を提供し、レジリエンスや人としての
強さを発揮しながら平和と癒し、生
活の良い変化を生み出し、私たちの
希望になっています。北部では未だ
経済格差を抱え、将来の平和を妨げ
る可能性があります。しかし日本の
皆さまと連携しながら、課題解決に
向けて果敢に取り組んで行くことが
できると信じています。

st
af

f c
om

m
en

t

20112012

2009
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エジマナ・パシフィック
プロジェクトコーディネーター

テラ・ルネッサンスのブルンジでの活動は、受
益者の生活をこれまで良い方向に変えてきま
した。私たちが養蜂や窯業、洋裁などの技術
訓練などを通して、最貧困層の方々は、今も
自分たちの手で収入を得て、必要なものを買
うことができています。私たちスタッフも支援
活動を通して、人生を良い方向に変えてきて
います。より良い世界のため、今後もより支援
活動を広げていきたいです。

st
af
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川島綾香
ブルンジ事務所長

アフリカの人々の「生きる力」に魅せられています。
環境さえ整えば輝きはじめる彼ら彼女らに、支援
者の皆さまと一緒にじっくり寄り添うという役割
は、私の誇りです。アフリカの人々のパワーを、私た
ちを通して日本の皆さまにもお届けしたいです。平
和への長い道のりは試行錯誤の繰り返しですが、
諦めなければいつか叶います。次の20年も一歩ず
つ、皆さまと一緒に進んでいけたら嬉しいです。

st
af

f c
om

m
en

t
洋裁訓練を受ける元子ども兵たち。(ウガンダ)

センターの開所式でのインタビューの様子。（ブルンジ）

ウガンダの社会復帰センターで
訓練を修了した元子ども兵へビ
ジネス開業用の資機材を供与。

開業した木工所で働く８期生。

ウガンダの元子ど
も兵社会復帰施
設での洋裁訓練。

製品化された「アマホロ・ハニー（平和の蜂蜜）」
（ブルンジ）

日本から派遣した専門家のブランディ
ング研修に参加する現地職員。地元
の人たちが誇りに思う、ハチミツのラ
ベル作り（ブランディング）が開始。

溶接技術を身につけて自立した元子ども兵が地元の病
院から注文を受けてドア枠を制作している様子。（コンゴ）

ウガンダの木工大工の技術を身につけ
収入を得る元子ども兵（８期生）。

国連開発計画（UNDP）との協働事業で紛争被害者
が乳製品を製造。

南スーダン難民へ生活必需品の物
資支援。（ウガンダ）

オンズ自立支援センターの開所式に参加した当会職員
及びパートナー団体職員。（ブルンジ）

2014

2016

ブランディング支援を開始

国連機関との連携を開始

ブルンジ事業スタート

制作された陶器類。

2015

2017

2013

20th ANNIVERSARY MAGAZINE27 20th ANNIVERSARY MAGAZINE 26



!"#$%$#&'(#)'*"#('#+,$-"#."//0 1#2"#$%$#&'(#)'*"#('#3-4(
!"#$%$#)'*"#('#5""6#0&$#3&$1#0&$#)'*"#('#7'8"#(4"*#077

!"#$%$#)'*"#('#5""6#0&$#3&$#0&$#)'*"#('#7'8"#(4"*#077

9&$#24"&#:',#)077#,5#."//0 1#24"&#:',#)077#,5#."//0 1#
9&$#24"&#:',#)077#,5#."//0 ; ; ;#
."//0#<"&0%550&)"#7%8"#='/#7'&-##
."//0#<"&0%550&)"#7%8"#='/#7'&-

私たちがテラルネにやってきたのは、　

互いに正義を振りかざすためでも、戦うためでもない

私たちがテラルネにやってきた理由、それは、ともに未来を模索し、　

何かを見いだし、そして、全てを愛するため

ともに未来を模索し、何かを見いだし、全てを愛するためにやってきた

 私たちがテラルネと呼ばれるかぎり

　 私たちがテラルネであるかぎり

　　テラ・ルネッサンスは、永遠に存在し続けるだろう

　　 テラ・ルネッサンスは、永遠に存在し続けるだろう

理事長の小川がウガンダに
着任してすぐのころ
お金がないので
移動は自転車タクシーだった

おまけに事務所もないので
A3プリンターを抱えたまま

運転手の汗を後方で浴びながら
これからの活動に
情熱と不安を抱えるのであった

ウガンダの南スーダン難民居住区で開
始した洋裁の職業訓練。

ストリートチルドレン、シングルマザーらを
対象にしたヘアドレッシング訓練の様子。

訓練修了後に開業したヘアドレッシングサロン。

新型コロナウイルス感染症
対策のため、簡易手洗い器
の配布の様子。（ブルンジ）

経済活動の制限により収入
源をなくした元子ども兵たち
がマスクを生産している様
子。（ウガンダ）

元子ども兵及び孤児の受け
入れ世帯への家畜飼育研修
の様子。（コンゴ）

国連開発計画（UNDP）との協
働で対象者が製造したパイ
ナップルジュース。

ストリートチルドレン、シングルマザーらを対象にした
養豚訓練で生まれた子豚を抱く対象者。（ブルンジ）

洋裁技術を習得しミシンを受け取った受益者たち。（コンゴ）

2020
古岡繭
アフリカ事業サブマネージャー

これまで、ストリートチルドレン
やシングルマザーなど、困難な
状況にいながらも、当会の訓練
で学んだ技術を使って、自身の
手で生活を良くしていく対象者
に何人も出会い、「誰にでも未来
をつくる力はあるんだ」と元気
をもらってきました。障壁にぶつ
かることもありますが、決して諦
めずに目標に向かって、しなや
かに活動していくことが大切だ
と常に信じて活動しています。

st
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f c
om

m
en

t
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新型コロナ対策支援を開始

2018

2019

動画でチェック

ᲀ㟽㟶㟜㟪⨪
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アフリカにおける自立と自治
受益者とともに歩んできた20年

#アフリカ事業

紛争が続く南スーダンから逃れ、2016年にウガンダ北部のパギリ
ニア難民居住区へ。能力向上支援の一つである編み物クラスを受
講し、トップの成績で卒業。洋裁技術も習得。既にサポートを受けな
がらビジネスを開始しているが、コロナ禍で仕事が少なく農業をあ
わせて行い、生計を立てている。紛争で親兄弟を亡くし、弟とおばさ
んとの３人暮らし。

アリさん（仮名）

　

南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
居
住
区
に
来
て
、こ
こ
は
平
和
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。自
由
に
動
け
る
し
、自
分
を
邪
魔
す
る
も
の
が
何

も
な
い
。南
ス
ー
ダ
ン
に
居
た
こ
ろ
は
、暴
力
を
受
け
る
の
が

日
常
茶
飯
事
で
し
た
。今
で
も
、帰
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
殺
さ
れ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。当
時
は
農
業
や
日
雇
い
の
仕
事
な
ど

で
家
族
の
生
活
費
や
学
費
を
得
て
い
ま
し
た
が
、逃
げ
る
と
き

に
何
も
か
も
置
い
て
き
た
の
で
、こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
何
も

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
ス
タ
ッ
フ
が
支
援

の
調
査
で
家
に
訪
ね
て
き
ま
し
た
。僕
が
、「
や
る
こ
と
が
あ
れ

ば
何
で
も
で
き
る
自
信
が
あ
る
。生
き
残
っ
て
い
る
家
族
の
た

め
に
頑
張
り
た
い
」と
い
う
意
思
を
伝
え
る
と
、後
日
、訓
練
に

参
加
で
き
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

編
み
物
の
ク
ラ
ス
を
選
ん
だ
の
は
、男
性
が
あ
ま
り
選
ば
な

い
分
野
な
の
で
自
分
が
開
拓
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。編
み
物
を
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、一
番
の
成
績
で

卒
業
で
き
ま
し
た
。訓
練
で
経
験
し
た
こ
と
全
部
が
、僕
に

と
っ
て
大
事
な
も
の
で
し
た
。先
日
、仕
事
の
募
集
広
告
が
出

て
い
た
の
で
す
が
、訓
練
の
先
生
た
ち
を
打
ち
負
か
し
て
採
用

さ
れ
た
の
で
、僕
に
は
才
能
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す（
笑
）。

編
み
物
と
洋
裁
の
技
術
で
家
族
を
支
え
る

　

こ
れ
ま
で
、ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、セ
ー

タ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、ベ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
作
っ
て
販
売
し

ま
し
た
。ほ
か
に
も
、お
客
さ
ん
の
オ
ー
ダ
ー
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、収
入
を
得
ら
れ
る
ま
で
に

な
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
分
の
お

店
を
開
い
て
、必
要
と
し
て
い
る
人
に
知
識
や
技
術
を
伝
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
も
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。訓

練
の
期
間
も
、も
う
少
し
長
け
れ
ば
も
っ
と
高
度
な
技
術
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。支
援
者
の
方
々
に
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。い
つ
か
日
本
に
行
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

自
ら
生
活
で
き
る
幸
せ

グループ登録の式典での様子

手縫いでパターンを施すアリさんの同級生

2020.10.11.6 2021.5.9 .8

アリさんの
支援フロー

パギリニア難民居住
区内の訓練施設で
編物の技術を学ぶ。

2020.11~2021.5

施設で習得度を
測る試験を受け
るアリさん。

2021.4
施設で様々なセーターの作り
方を習得し、その技術で短期
講師として他の地域の人たち
に技術を教えました。

2021.08~09

編み物の短期講師として働く

ワークショップにてビジネス開始テラルネの元でマスク訓練

施設での訓練 受益者選定施設での訓練終了、資機材配布、ワークショップ建設完了
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対
し
て
一
つ
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
く
、ま
た
複

数
の
要
因
が
直
線
的
に
結
果
へ
と
結
び
つ
い
て
い

る
わ
け
で
も
な
く
、様
々
な
要
因
が
影
響
し
合
う
関

連
性
の
な
か
で
そ
の
時
々
の
結
果
が
表
面
化
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
。そ
こ
に
対
し
て
、現
場
で
は
経

済
的
、社
会
的
、心
理
的
な
支
援
を
包
括
的
に
行
う

こ
と
で
、で
き
る
限
り
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、何
よ
り
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が「
人

は
必
ず
変
化
す
る
」「
そ
の
人
に
は
必
ず
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
る
」と
い
う
視
点
を
、私
た
ち
自
身
が

持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。ど
れ
だ
け
困
難
な
状
況

に
あ
る
人
で
も
、絶
望
的
な
心
理
状
態
が
一
日
中

続
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
瞬
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、気
持
ち
が
楽
に
な
る
瞬
間
が
あ

る
。変
化
の
余
地
が
あ
り
、一
つ
ひ
と
つ
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね

が
目
標
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
、こ
れ
ま
で
の

活
動
を
通
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

―

成
果
と
し
て
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
か
？

　

活
動
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、訓
練
を
修
了
し
た

方
々
の「
そ
の
後
」に
、い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。な
か
で

も
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、子
ど
も
を
学
校
に

通
わ
せ
る
こ
と
や
、孤
児
を
育
て
る
こ
と
で
働
く

意
欲
が
湧
き
、結
果
と
し
て
収
入
向
上
に
繋
が
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。勉
強
や
職
業
訓
練
に

励
み
、手
に
職
を
つ
け
て
生
活
や
人
生
を
変
化
さ

せ
て
き
た
方
々
が
、今
度
は
子
ど
も
た
ち
に
し
っ

か
り
と
し
た
教
育
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
す
る
。

ま
た
、ほ
か
の
人
を
支
え
る
こ
と
で
自
信
や
誇
り

を
持
て
る
と
い
う
声
も
多
く
あ
り
ま
す
。支
援
の

先
で
、次
の
支
援
や
思
い
の
連
鎖
が
起
き
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
て
同
じ
人
間
は
お
ら
ず
、直
面
し
て
い
る
課
題
も

違
え
ば
、歩
み
の
速
度
も
目
標
へ
の
道
の
り
も
一
人

ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。そ
の
な
か
で
、私
た
ち
が
意

識
し
て
い
る
の
は
包
括
的
な
支
援
で
す
。働
く
た
め

に
必
要
な
も
の
が
、あ
る
人
に
と
っ
て
は
知
識
や
技

術
だ
け
で
な
く
、心
理
的
な
ケ
ア
や
周
囲
と
の
関
係

性
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。反
対
に
、収
入
を
得

る
こ
と
で
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。言
い
換
え
る
と
、一
つ
の
物
事
の
結
果
に

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
力
を
信
じ
続
け
た
20
年
間

変
化
を
信
じ
、

小
さ
な
成
果
を
積
み
重
ね
る

支
援
の
哲
学
に
触
れ
る

―

平
和
を
目
指
す
な
か
で
、注
意
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

身
近
な
こ
と
を
考
え
る
と
い
う
の
は
、す
ご
く

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
平
和
を
目

指
し
、素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
方
々
が
世

界
中
に
い
ま
す
が
、本
人
や
周
囲
の
安
心
を
犠
牲

に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
世
界
の
平
和
と
自
分
自
身
の
心
の
平
和
は

「
映
し
鏡
」に
な
っ
て
い
て
、両
方
が
な
け
れ
ば
究

極
的
な
平
和
に
は
行
き
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。私
自
身
、多
く
の
人
々
が
命
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
で
活
動
し
て
い
る
と
、

良
く
も
悪
く
も
強
い
使
命
感
や
正
義
感
が
出
て
き

ま
す
。そ
の
際
、一
番
大
切
に
し
て
い
る
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
は「m

ust（
す
べ
き
）」で
は
な
く「w

ant（
し

た
い
）」の
気
持
ち
で
動
け
て
い
る
か
ど
う
か
で

す
。自
分
に
対
し
て
こ
う
す
べ
き
と
い
う
脅
迫
観

念
で
動
い
て
し
ま
う
と
、周
囲
に
も
そ
れ
を
強
制

す
る
と
い
う
連
鎖
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
。仮
に
正

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、外
圧
的
に
押
し

付
け
る
こ
と
で
、そ
の
人
の
内
発
性
を
低
下
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
結
果
、世
界
平
和
を
求
め
て

い
る
の
に
、自
分
の
周
り
が
不
幸
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、小
川
さ
ん
自
身

が
得
た
学
び
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
限
界
を
感
じ
て
絶
望
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。け
れ
ど
、周
り
に
は
仲
間
が
い
て
、相

談
す
れ
ば
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
こ
に

あ
る
リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し
て
突
破
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。そ
こ
に
は
計
り
知
れ
な
い
可
能
性
が
あ

り
、手
詰
ま
り
に
な
っ
た
と
き
こ
そ
、ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
創
造
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
、様
々
な
困
難
を
前
に
、レ
ジ
リ
エ

ン
ト
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
て
く
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、あ
る
も
の
を
活
か
し
て
乗
り
越
え

た
い
と
思
う
私
自
身
の
好
奇
心
と
、日
々
を
柔
軟

に
生
き
る
ア
フ
リ
カ
の
方
々
か
ら
の
学
び
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

―

根
本
的
な
課
題
解
決
を
目
指
し
て
地
道
に
活

動
を
重
ね
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
20
年
間
続
け

た
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
価
値
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
、世
界
の
な
か
で
も
最
底
辺
の
境
遇

に
あ
る
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、精
一
杯
の
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。そ

の
な
か
で
、「
質
」の
部
分
で
大
事
な
こ
と
を
、私
た

ち
な
り
に
学
ん
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、N
G
O
と
い
う
組
織
は
欧
米
か
ら

広
が
り
ま
し
た
が
、欧
米
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
大
事

に
し
つ
つ
、日
本
的
な
価
値
観
を
ベ
ー
ス
に
し
た

私
た
ち
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
体
系
化
し
、質
量

と
も
に
高
め
て
、世
界
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

テ
ラ
ル
ネ
ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、現
地
の

人
々
に
寄
り
添
う
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

INTERVIEW
おがわしんご（認定NPO法人テラ・ルネッサ
ンス 理事長・海外事業部長）｜大学卒業後、
青年海外協力隊員としてハンガリーに派遣、
旧ユーゴ諸国とのスポーツを通した平和親
善活動などに取り組む。2005年よりテラ・ル
ネッサンスのウガンダ駐在代表となり、元子
ども兵社会復帰支援事業などに従事。2011
年よりテラ・ルネッサンスの理事長に就任。

小川真吾

　

現
地
で
は
、マ
ラ
リ
ア
や
結
核
、貧
困
や
紛
争
な

ど
に
よ
り
、身
近
な
人
の
死
に
直
面
す
る
こ
と
が

日
本
よ
り
も
多
く
あ
り
ま
す
。そ
の
な
か
で
、私
自

身
、命
に
は
限
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
と

し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。あ
る
意
味
、

死
ぬ
こ
と
以
外
は
か
す
り
傷
だ
と
い
う
意
識
の
な

か
で「
自
分
は
い
ま
生
き
て
い
る
。し
か
も
、目
も

見
え
る
。耳
も
聞
こ
え
る
。勉
強
も
で
き
た…

…

」

と
、い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
し
、感
謝
も
湧

き
上
が
っ
て
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
、前
を
向
い
て

生
き
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。一
直
線
に
段
取
り
を
立
て
て
進
め

て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
が
、こ
こ
で
は

そ
の
通
り
に
物
事
が
進
む
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。一
人
で
完
璧
を
目
指
そ
う
と
す
る
と
、

ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
か
ら

学
ん
だ
大
切
な
こ
と

立
ち
止
ま
り
、

自
分
の
心
に
意
識
を
向
け
る

―

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
を
2
0
0
5
年
に
開
設
し
、

翌
年
に
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、2
0
1
4
年
に
ブ

ル
ン
ジ
と
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。開
始
当

初
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
活
動
の
幅
が

広
が
り
、と
も
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
や
支
援
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、ア
フ

リ
カ
で
生
き
る
方
々
か
ら
、た
く
さ
ん
の
大
切
な

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
　
年
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

―

活
動
に
お
い
て
、特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
？

　
私
た
ち
が
支
援
の
対
象
に
し
て
い
る
の
は
、紛
争

の
影
響
を
受
け
て
い
る
国
の
な
か
で
も
最
も
脆
弱

な
状
況
に
あ
る
方
々
で
す
。紛
争
の
被
害
に
遭
い
、

差
別
や
偏
見
を
受
け
、小
学
校
す
ら
卒
業
し
て
い
な

い
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、本
人
さ
え
手
に
職
を

つ
け
る
の
は
難
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。当
た
り
前
で
す
が
、世
の
中
に
一
人
と

16
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テラ・ルネッサンス  20年の成果総覧
アジア・アフリカで紛争被害にあった方々への自立支援をはじめ、

東日本大震災における復興支援や国内の啓発活動など。
20年の歴史の中で、テラ・ルネッサンスは多岐に渡る活動を力強く展開してきました。

このページでは、それぞれの事業における主な活動の成果をご紹介します。

#アジア事業

174,000

支援を受けた女性(元子ども兵)が蓄積した資産
＃アフリカ事業

地雷・不発弾撤去の総面積

2,958,665㎡

支援世帯による家畜の
販売・自家消費の総数
＃アジア事業

4,820頭（229世帯に対して）
支援を受けた元子ども兵の
収入の変化
＃アフリカ事業

刺し子さんへお渡しできた
工賃の総額

講演における講演受講者の合計

＃大槌刺し子事業

大槌刺し子との協働・連携事例
＃大槌刺し子事業

39,784,000約 円

148円
4,655円

8,280円

208,585人

9,271人
1,438社・団体

人以上

＃啓発事業
寄付をはじめ支援人数の合計
＃啓発事業

#アフリカ事業 #大槌刺し子事業 #啓発事業

アジア・アフ　　リカにおける
支援の受　　益者総数

支援を受けた女性の資産

地域住民の平均

国平均の女性の資産

元子ども兵の平均

＃アジア事業

受け入れ時に収入がほぼゼロに等しかった（平均月収148円）元子ども兵は、3年間の支援後には平均月収が31倍（4,655円）に増加
し 、絶対的貧困の水準を超えて、地域住民の平均月収とほぼ同等になった。さらに支援後の8年間、自立した生活を維持し、平均月収
は8,280円に増加。この額は、同時期の地域住民の平均月収の約1.6倍に相当し、周囲の貧困層を支援する元子ども兵も現れた。支
援完了後も元子ども兵が、自らの力で、さまざまな困難に直面しながらも、レジリアントに生計を維持してきたことが伺える。

ウガンダでは、家や土地だけでなく世帯内の資産を男性が独占している傾向があり、主要な資産を女性が所有している割合はわずか
11.3%。故に、シングルマザーとなった女性たちの生活は困窮している。一方、支援を受けた女性（元少女兵）たちは、自立後の8年間、
家族（主に子ども）の衣食住を満たすだけではなく、同国で一般的に普及している家財道具などの資産を男性世帯を含めた国平均と
同等、もしくはそれ以上を保有することができている。基本的な家具を保有している割合は83.1%（国平均81.7%）、テレビは14%（国
平均17%）、バイクは6%（国平均8%）、携帯電話は78.5%（国平均74.3%）。男女格差が深刻な同地において、彼女たちがいかにレジ
リエンスを高めてきたかが伺える。

①清原株式会社と刺し子手づくりキットのOEM企画開発を手掛ける ②刺し子さん
がヨーロッパに渡航し、ワークショップなどに参加（企画：株式会社良品計画） ③大
槌町のふるさと納税返礼品として採用 ④岩手県内の事業者と連携 ⑤いわての文化
情報大事典に掲載 ほか多数

個人

企業・団体

20th ANNIVERSARY MAGAZINE 20th ANNIVERSARY MAGAZINE 3435



ࠍߒតߩ߽ࠆޔߊߥߪߢߒតߩ߽ߥ



幸せを願う四つ葉のクローバーや大槌
に茂る葉っぱをモチーフにしたマルチ
クロス。後に、「ひょうたん島」や「大漁
旗」が加わった。

マルチクロス

当時の主力商品、
大槌町をあらわした
カモメの布巾

刺し子の技術が
安定してない頃だったので
目の大きさがバラバラ...!

販売基準をクリアできず
たくさんの在庫を
抱えることになってしまった

地域の集会所での刺し子会の様子。スタッ
フと談笑したり、刺し子の作品を手に取る刺
し子さんたち。

2011

大槌事務所で刺し子の商品化作業を
手伝う刺し子さん。刺し子会では、和気
藹々とみんなそれぞれできることを手
伝いながら、商品をお届けしている。

刺し子を伝える活動をされている近藤陽絽子
さんを招いた技術講習会を開催。30名ほどの
刺し子さんが参加し、晒しの裁断方法、下書き
の方法など、刺し子の基礎を教わった。

大震災から5年が経ち、プロジェクトも5年目に
突入。刺し子さんたちとの大槌刺し子や大槌の
未来についての話し合いを通して、プロジェク
トの目指すものや考え方をまとめた。

2012

2013

Historical Changes of Otsuchi Sashiko Project

大槌刺し子

の
変
遷

大槌町のシンボル、かもめが空を飛ぶ姿をイ
メージしたデザイン。 大槌復興刺し子プロジェ
クト初めての商品。

かもめコースター

ピンクとブルーの2色のかもめ柄の
ふきん。爽やかで優しい色合いのか
もめふきんは好評を博した。

かもめふきん

2014

5年目を迎え、再出発

2015

黒澤かおり
バディー

大槌刺し子のロゴマークも
新しく変わり、気持ちも入れ
替え、これから先の大槌刺し
子に新しい変化を起こせるよ
うに日々アンテナを張ってい
ます。「刺し子」と人の「つな
がり」を大切にしたい！そし
て笑顔がいっぱいの大槌刺
し子！刺し子があるからこ
そ！刺し子がいいんです！が
続くことを望みます。

st
af

f c
om

m
en

t

佐々木加奈子
バディー

10年の間に、刺し子を通して学んだ技術や伝
統を、今に役立ていかせるよう大事にしていき
たい。新しい刺し子や分野にも刺し子さんと
一緒にアイディアをだしあい、挑戦していきた
いと思う。コミュニケーションをとり、もっと
もっと元気で楽しい、みんなが集まれる場所
を目指したい。これからも勉強しなければな
らないことがたくさんあるだろうと思う。探り
ながら少しずつ進んでいきたい。

st
af

f c
om

m
en

t

2020

「私たちも力になりたい！」
熊本地震が発生したことを
受け、新商品のくるみボタ
ンを寄付付き商品として販
売。総額 54,421円 を被災
地支援に寄付した。

プロジェクト・マネージャー（当時）吉
田の大槌事務所の常駐を廃止。バ
ディーズによる事務所運営をスタート。

企業の方々とのコラボレーション。写
真（下）はデザインによる社会的課題
の解決に取り組むブランド「KUON」、
（上）は手づくりキットのOEM企画開
発を手掛ける清原株式会社との事例。

2019年3月、三陸鉄道が全線
開通したことを受け、大槌事務
所にもたくさんの方々が訪問し
てくださった。学生団体「大槌プ
ロジェクト」の皆さんと、くるみ
ボタン作りをする様子。

世界中がコロナ禍に見舞われた
2020年。大槌刺し子も感染防止に努
めながら活動を実施。マスク不足が
深刻になったことを受け、大槌刺し子
ならではの「晒し」を使ったマスクを
販売した。

コロナ禍で迎えた10周年

2019

刺し子の伝統柄と大槌刺し子らしいポッ
プな柄をあしらったくるみボタン。発売当
初、1ヶ月間の販売収益の一部を熊本地
震の復興支援に寄付した。

くるみボタン

岐阜県高山市で刺し子業を営む二ツ谷恵子さん指導
の下、伝統柄のバッグを制作。大槌刺し子、初めての本
格的な伝統柄への挑戦となった。

伝統柄バッグ

2016
震災から3年目となる年に発売された
Sorakamoシリーズは、大槌町のシンボ
ル、かもめが空へと飛び立つ姿を自立へと
向かう大槌の人びとと重ねた。

Sorakamoシリーズ

バディーズが企画からデザインを担当し
たマチ付きポーチ。ヘリンボーン柄は日
本でも「杉綾」や「綾杉」ともして親しまれ
ている。

マチ付きポーチ

大槌刺し子らしさを考
え抜き、満を待して発
売したみやびふきん。
草木染めの柔らかな
風合いが特徴。

みやびふきん
2017

2018

刺し子商品のご購入は
インターネットから！
https://store.sashiko.jp/

大槌復興刺し子プロジェクト開始

ᲀ㟽㟶㟜㟪⨪

㮓㠲㡶㡵㠁ᶽ㮔
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と
の
温
か
な
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
家
族
の
よ

う
な
関
係
の
な
か
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
５
年
ほ
ど
経
つ
頃
、復
興
が
進
む

に
つ
れ
て
多
く
の
団
体
が
各
々
の
目
的
を
果
た

し
活
動
を
終
え
て
い
く
な
か
、刺
し
子
事
業
も
組
織

内
外
か
ら
継
続
の
意
義
を
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。開
始
当
初
よ
り
独
立
お
よ
び
現
地
法
人
化
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、慎
重
に
検
討
を
重

ね
た
末
に
方
針
を
変
更
。そ
の
上
で
、「
な
ぜ
刺
し
子
な

の
か
」、「
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
運
営
す
る
意
味
と
は

何
か
」と
、職
員
や
大
槌
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
バ

デ
ィ
ー
ズ
、刺
し
子
さ
ん
た
ち
と
何
度
も
話
し
合
い
を

重
ね
ま
し
た
。そ
こ
で
辿
り
着
い
た
の
は
、「
も
の
を
大

切
に
使
う
」と
い
う
刺
し
子
の
原
点
。

　

一
つ
の
も
の
を
大
切
に
使
い
、傷
ん
で
き
た
ら
修
繕

し
て
長
く
使
う
。機
械
に
は
で
き
な
い
、手
仕
事
な
ら
で

は
の
技
術
で
す
。そ
こ
に
宿
る
人
の
思
い
や
ぬ
く
も
り
。

手
間
を
か
け
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、も
の
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
。ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
は
心
を
落
ち
着

か
せ
て
く
れ
ま
す
。そ
ん
な
日
本
の
価
値
観
や
豊
か
さ

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、平
和
で
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
た
い
。今
後
は
、新
た
に
３
つ
の
目
標

を
掲
げ
、「
大
槌
刺
し
子
」と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
参

り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
と
自
立
し
た
元
子

ど
も
兵
の
方
々
が
生
活
費

か
ら
切
り
出
し
、集
め
て

く
だ
さ
っ
た
現
地
公
務
員

の
月
給
８
倍
以
上
に
及
ぶ

寄
付
。そ
の
思
い
に
背
中

を
押
さ
れ
、大
槌
町
で
震
災

直
後
か
ら
活
動
を
し
て
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
よ
り
運
営

を
引
継
ぎ
、「
大
槌
を
元
気
に
す
る
」「
手
仕

事
の
価
値
を
伝
え
る
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、「
大

槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
ま
し
た
。最

初
は
体
育
館
の
一
角
や
地
域
の
集
会
所
で
集
ま
り
、

2
0
1
3
年
に
は
大
槌
町
内
に
事
務
所
を
設
立
。累
計

約155,661,000

円
を
売
り
上
げ
、岩
手
三
陸
で
暮
ら
す

2
0
9
名
の
女
性
た
ち
に39,784,436

円
を
お
渡
し
で

き
ま
し
た
。同
時
に
、刺
し
子
を
施
す
刺
し
子
さ
ん
た
ち

か
ら
は
、「
い
や
な
こ
と
を
忘
れ
て
集
中
で
き
る
癒
し
の

時
間
」、「
針
仕
事
は
苦
手
だ
け
ど
、み
ん
な
と
話
が
で
き

て
嬉
し
い
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。2
0
1
6
年
に

は
、飛
騨
高
山
で
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
刺
し
子
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
二
ッ
谷
恵
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

百
個
限
定
の
伝
統
柄
バ
ッ
グ
を
制
作
。一
人
一
品
ず
つ
、

丁
寧
に
思
い
を
込
め
て
仕
上
げ
た
一
点
物
の
バ
ッ
グ

は
、百
貨
店
の
催
事
で
ほ
と
ん
ど
が
完
売
し
、刺
し
子
さ

ん
た
ち
の
自
信
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

仕
事
だ
け
、お
金
だ
け
の
関
係
で
は
な
く
、ま
た
支
援

す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
い
う
関
係
で
も
な
い
、人
と
人

　

大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
波
に
押
さ
れ
、日
本

全
国
で
そ
の
土
地
の
伝
統
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
な
か
、大
槌
刺
し
子
は
10
年
間
に
渡
り
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
取
り
扱
わ
れ
、少
し

ず
つ
大
槌
町
に
根
付
い
て
き
て
い
ま
す
。そ
の

上
で
、私
た
ち
が
大
切
に
す
る「
自
立
と
自
治
」

と
い
う
観
点
か
ら
、あ
く
ま
で
も
刺
し
子
さ
ん

自
身
が
主
体
的
に
、持
続
可
能
な
形
で
活
動
で

き
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。多
く

の
利
益
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、事
業
を
継
続

す
る
に
足
り
る
だ
け
の
利
益
を
確
保
す
る
。大

槌
刺
し
子
の
新
し
い
方
針
は
、そ
ん
な「
小
さ
な

工
芸
産
業
」を
確
立
し
、伝
統
工
芸
の
伝
承
や
地

方
創
生
に
繋
が
る
一
つ
の
産
業
モ
デ
ル
と
し
て

社
会
に
ご
提
案
す
る
こ
と
で
す
。具
体
的
に
は
、

吉
田
真
衣
よ
し
だ
ま
い（
認
定
N
P
O
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

理
事
・
大
槌
刺
し
子
事
業
部
長
・
政
策
提
言
推
進
室
長
）

大
学
院
在
学
中
に
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
関
わ
る
。卒
業

後
、民
間
企
業
へ
の
就
職
を
経
て
、テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
入
職
。海
外
事
業
の
国
内

担
当
や
会
計
業
務
な
ど
に
従
事
し
た
の
ち
、大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
現
・

大
槌
刺
し
子
）を
担
当
。2
0
2
1
年
に
は
新
た
に
政
策
提
言
推
進
室
長
を
務
め
る
。

手
間
を
か
け
る

大
切
な
も
の
が
増
え
て
い
く

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
結
集
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

つ
く
っ
て
き
た
日
々

大
槌
刺
し
子
が
描
く

小
さ
な
工
芸
産
業

刺
し
子
の
原
点
に
還
り
、前
進
す
る「
大
槌
刺
し
子
」

　

大
槌
刺
し
子（
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）さ
ん
と
の
出

会
い
は
2
0
1
4
年
に
私
が
岩
手
県
で
の
講
演
後
に
開

催
し
た
個
別
経
営
相
談
に
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
来
ら
れ

た
の
が
最
初
で
し
た
。そ
れ
以
降
、大
日
本
市
で
の
流

通
サ
ポ
ー
ト
や
経
営
コ
ン
サ
ル
と
し
て
継
続
的
に
お

付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
当
初
の
復
興
支
援
目
的
か
ら
10
年
を
迎
え
て
、新
た
な

地
元
産
業
と
し
て
力
強
く
生
き
て
い
く
道
を
模
索
さ

れ
て
い
る
姿
に
心
打
た
れ
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

刺
し
子
は
言
わ
ず
と
し
れ
た
東
北
を
代
表
す
る
伝
統

技
法
で
す
が
、実
は
大
槌
町
が
刺
し
子
で
有
名
な
街
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。当
初
は
そ
の
事
を
気
に

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、「
今
は
伝
統
工
芸
と
は
言
え
な

い
け
ど
、30
年
続
け
ば
立
派
な
伝
統
工
芸
で
す
よ
」と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。効
率
を
追
求
す
る
こ
と
が
是
と
さ
れ
た
時
代
が
限

界
を
迎
え
、環
境
だ
け
で
な
く
人
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
営
み
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。大
槌
で
刺
し
子
さ
ん
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
の
方

が
仕
事
の
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
お
茶
っ
こ
し
て
い
る

姿
は
ま
さ
に
未
来
の
も
の
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。非
営
利
と
営
利
を
つ
な
ぐ
難
し
さ
は

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
未
来
の
工
芸
の
あ

り
方
の
一
つ
を
指
し
示
す
取
り
組
み
と
し
て
永
く
続
く

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら

応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

十
三
代
中
川
政
七
さ
ん

株
式
会
社
中
川
政
七
商
店 
代
表
取
締
役
会
長

一
、
手
仕
事
の
価
値
を
伝
え
る

二
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

三
、
工
芸
と
地
方
を
元
気
に
す
る

コンサルティングの視点から

　

糸
、針
、布
、そ
し
て
人
の
手
が
あ
れ
ば
場
所
を
問
わ
ず

ど
こ
で
も
で
き
る
。東
日
本
大
震
災
の
直
後
、避
難
所
で

何
も
す
る
こ
と
が
な
く
気
持
ち
の
沈
ん
で
い
た
女
性
た

ち
を
見
て
、立
ち
上
げ
ス
タ
ッ
フ
が
考
え
つ
い
た
の
が

「
刺
し
子
」で
し
た
。ま
だ
日
本
に
物
資
が
少
な
か
っ
た
時

代
、貴
重
な
布
地
を
長
く
大
切
に
使
う
た
め
の
補
修
の
技

法
と
し
て
生
ま
れ
た
刺
し
子
。各
地
で
独
自
の
発
展
を
遂

げ
、東
北
地
方
で
は
母
親
が
娘
を
思
っ
て
布
巾
に
刺

し
子
を
施
し
、花
嫁
道
具
と
し
て
持
た
せ
る

風
習
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
当
時
、水
産
業
が
盛
ん
な
大

槌
町
で
は
住
民
の
大
半
が
海
沿

い
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。そ
の
た
め
被
害
も

大
き
く
、日
常
を
取
り
戻

し
て
き
た
現
在
も
大
幅

な
人
口
流
出
が
続
い

て
い
ま
す
。

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
が
支
援
に
踏
み
切

る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、ウ
ガ
ン
ダ
人

非
営
利
団
体
と
し
て
私
た
ち
が
目
指
す
も
の
に

共
感
し
、と
も
に
歩
み
を
進
め
て
く
だ
さ
る
企
業

を
含
め
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ

ま
と
協
働
し
て
い
く
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
方
々

と
一
緒
に
生
産
と
消
費
の
あ
り
方
を
変
え
、持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、そ
れ
に
伴
っ
て
、ロ
ゴ
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
よ
り
、ウ
ガ
ン
ダ
の
方
々
や
東
京

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、バ
デ
ィ
ー
ズ
、刺

し
子
さ
ん
、支
援
者
の
皆
様
、あ
ら
ゆ
る
形
で
伴

走
し
て
く
だ
さ
る
本
当
に
多
く
の
方
々
の

力
が
集
ま
り
、大
槌
の
刺
し
子
は
今
日

に
至
り
ま
す
。そ
ん
な「
刺
し
子
」が

繋
い
で
く
れ
た
縁
を
さ
ら
に
広
げ
、

大
槌
町
の
未
来
、ひ
い
て
は
日
本

の
未
来
に
貢
献
で
き
る「
大
槌
刺

し
子
」を
、皆
様
と
と
も
に
育
て
て

い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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商品企画デザイン・試作制作

商品企画では、どんな商品を作るか
検討します。バッグやポーチ、コース
ターなど、アイテムのアイデア出しを
行い、アイテムを絞ります。次に、その
アイテムについて、インターネットで
調べたりし、デザインや価格帯など
のイメージを決めていきます。

123

デザインをデザイナーさんに依頼す
るか、自分たちでデザインするかを
決定します。自分たちでデザインする
場合は、ラフ画を描き、デザインを決
めていきます。同時に、必要な資材を
調達し、原価計算をします。試作を進
めながら、最終的なデザインや仕
様、原価を決定します。

いよいよ制作です。刺し子をするま
でに、裁断、下書き工程を経て、材料
を刺し子さんに手渡し、刺し子をしま
す。刺し子が終わると、針目や生地不
良など、一つ一つ検品を行います。製
品の特徴に応じて、下書きを消した
り、アイロンがけを行い、完成です。

工賃のお支払い宣伝広報販売

検品が終わったら、納めていただいた
分の工賃を刺し子さんにお支払いし
ます。検品で不具合が発生した場合
には、解いて作業をやり直してもらう
こともあります。刺し子さんにとって
は緊張するひと時でもあるようです。

456

完成した商品についてプレスリリー
スを発行したり、SNSなどを通じて、
商品の告知を行います。

大槌刺し子のオンラインストアや催
事などで実際に販売し、皆さまのお
手元に届きます。

刺
し
子
や
り
ま
せ
ん
か
？
っ
て
チ
ラ

シ
を
見
た
母
が「
一
緒
に
行
こ
う
」と

誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で

し
た
。昔
か
ら
、針
と
か
糸
と
か
が
好

き
だ
っ
た
ん
で
す
。最
初
は
返
し
縫
い

だ
っ
た
の
で
、こ
れ
な
ら
で
き
る
な
っ

て
思
え
て
楽
し
か
っ
た
。波
縫
い
は
難

し
く
て
、あ
れ
を
チ
ク
チ
ク
縫
え
る
の

は
本
当
に
上
手
な
人
で
す
ね
。そ
れ

に
、自
分
の
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命

や
っ
て
い
れ
ば
活
路
が
開
く
こ
と
が

あ
る
ん
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。刺
し

子
に
導
か
れ
た
感
じ
で
す
。

刺
し
子
を
す
る
こ
と
で

活
路
が
開
い
た
。佐

藤
淳
子
さ
ん

結
婚
す
る
前
は
洋
裁
の
仕
事
を
し
て

た
ん
で
す
が
、そ
れ
か
ら
何
年
も
針

を
持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。震
災
後
、近
所
で
刺
し
子
を
や
っ

て
る
っ
て
聞
い
て
、試
し
に
始
め
て

み
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。ひ
と
つ

で
も
モ
ノ
に
な
っ
て
い
く
の
は
楽
し

い
で
す
ね
。病
気
し
て
入
院
し
た
時

も
、刺
し
子
な
ら
出
来
ま
し
た
。大
袈

裟
で
す
け
ど
、自
分
に
と
っ
て
の
刺

し
子
は
生
き
が
い
で
す
。私
た
ち
も

い
つ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
け

ど
、大
槌
刺
し
子
は
続
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

刺
し
子
は

自
分
の
生
き
が
い
。

大
澤
美
恵
子
さ
ん

大槌刺し子の商品ができるまで
大槌刺し子の商品が開発から販売までに至るプロセスを、6つの段階にわけて解説。

事業を支えていただく人々の声を知ることで、
大槌刺し子をもっと好きになってもらえるかもしれません。

鬼
丸
さ
ん
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
震
災
後
の
2
0
1
1
年
6
月
。有
志

5
名
で
わ
ず
か
2
万
円
ず
つ
を
出
資
し
、大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
3
ヶ
月
後
の
事
で
し
た
。「
や
る
か
ら
に
は
最
低
10
年
や
る
」

そ
う
言
わ
れ
半
信
半
疑
で
伴
走
開
始
。そ
こ
か
ら
数
え
切
れ
な
い
メ
ー
ル
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、時
に
は
一
緒
に
刺
し
子
の
手
売
り
を
し
な
が
ら
、

卒
業
ま
で
の
4
年
余
り
の
時
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
私
達
は

微
力
だ
が
無
力
で
は
な
い
」と
い
う
鬼
丸
さ
ん
の
言
葉
を
噛
み
し
め
る
日
々

で
し
た
。そ
し
て
2
0
2
1
年
。10
年
前
の
約
束
は
本
当
に
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
対
し
、誠
実
に
ひ
た
す
ら
約
束
を
守
り
続
け
て
、今
の
テ
ラ

さ
ん
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。ご
一
緒
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
有
言
実
行
、世
界
を
勇
気
で
満
た
し
続
け
て
下
さ
い
。

久
保
光
義
さ
ん

大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
メ
ン
バ
ー

大
槌
刺
し
子
の
皆
さ
ん
、頑
張
っ
て
き
ま
し
た
ね
。皆
さ
ん
の
努
力
と
、い
ろ

ん
な
方
々
の
お
力
添
え
で
、素
敵
な
作
品
作
り
が
で
き
る
大
槌
刺
し
子
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。刺
し
子
の
作
品
制
作
の
中
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、針
を
動
か
す
時
間
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
人

の
作
業
に
な
り
が
ち
な
刺
し
子
と
い
う
手
仕
事
の
中
で
、大
槌
刺
し
子
は
皆

と
協
力
し
、時
間
と
思
い
を
共
有
し
、様
々
な
思
い
を
布
と
糸
に
込
め
な
が

ら
刺
し
子
が
で
き
る
素
敵
な
居
場
所
で
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、い
ろ
ん
な
刺
し
子
の
作
品
作
り
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
を
期
待
し
、

ま
た
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。私
も
引
き
続
き
刺
し
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、

飛
騨
高
山
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

二
ツ
谷
恵
子
さ
ん

刺
し
子
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
の
度
は「
大
槌
刺
し
子
」の
10
周
年
、心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち
と
共
に
、大
槌
刺
し
子
を

立
ち
上
げ
た
2
0
1
1
年
の
こ
と
が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
せ
ま
す
。大
槌

刺
し
子
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
は
、衰
退
し
て
い
る「
刺
し
子
」と

い
う
伝
統
工
芸
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。そ
し

て
大
槌
町
と
い
う
過
疎
の
町
で
新
し
い
仕
事
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、町
を

活
性
化
さ
せ
、日
本
の
未
来
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。長
い
間
多
く
の

方
々
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
、テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
と
刺
し
子
さ
ん
達
の
真
摯
な
仕
事
に
よ
る
も
の
と
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。お
忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
推
察
し
ま
す
が
、ご
自
身
の

お
身
体
に
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

吉
野
和
也
さ
ん

N
P
O
法
人
ア
ラ
マ
キ 

副
代
表
理
事

大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
メ
ン
バ
ー

あ
の
東
日
本
大
震
災
津
波
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、活
動
開
始
さ
れ
た
大
槌
復

興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
品
か
ら
は
、作
り
手
の
皆
様
の
復
興
へ
の
祈

り
が
込
め
ら
れ
、優
し
く
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。大
槌
町
の
姉
妹
都
市

と
の
生
徒
間
交
流
事
業
に
お
い
て
、米
国
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
へ
の
お
土

産
と
し
て
大
槌
刺
し
子
の
商
品
を
お
届
け
し
、大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。現
在

は
、大
槌
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
一
つ
と
し
て
、ご
寄
附
い
た
だ
い

た
方
々
へ
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。改
め
ま
し
て
、こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。結
び
に
、認
定
N
P
O
法
人
テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
を
は
じ
め
、関
係
者
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
感
謝
し
、今
後
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
野
公
三
さ
ん

岩
手
県
大
槌
町
長

大槌刺し子を支えてくださった方大槌刺し子を支えてくださった方大槌刺し子を支えてくださった方

刺し子さんのコメント 刺し子さんのコメント

大槌刺し子を支えてくださった方
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ボランティアの皆さんの協力によって、九州で講演会を開催。テ
ラ・ルネッサンスの活動は、講演によって広がっていった。

2001
Historical Changes of Awareness Raising Projects

啓発事業

の
変
遷

地雷廃絶をテーマにした「 L i o n s
Experience in Kyoto 2002」の開催
に協力、約3,000人もの来場者の応対
をボランティア150名で実施した。

地雷廃絶を訴えるイギリス
の社会運動家のクリスムー
ンさんと一緒に、チャリティ
ランに参加した際の様子。

「子ども兵」の問題について調査する
ため、ヨーロッパへ出張。NGOへの
ヒアリングを実施した。

2002

2010

はじまりは鬼丸の講演から

大規模なイベントにも参加

上野知子
啓発事業部 支援者サービス担当

ご寄付のお礼状、資料発送や住所
変更など、私が支援者サービスを担
当する中で感じるのは、ご支援いた
だく皆さんによって自分自身が“啓
発された”ということです。ご寄付に
くわえて「いつもありがとう」と言っ
てもらえる仕事はそうありません。皆
さんの親切さや丁寧さから、私自身
もそのようにありたいと感じていま
す。親切さや丁寧さ、優しさや平等
のうえに、平和が実現されていくの
かもしれません。

st
af

f c
om

m
en

t 2003

2004

小型武器に関するネットワー
ク会議に参加した際の様子。

「愛・地球博」における『アフリカ の叡智プロジェクト』にて、鬼
丸がプロジェクトリーダーを担当。ノーベル平和賞を受賞した
ワンガリ マータイさん、 マンデラ大統領の孫であるセッツア
ドラミニさんとの対談を実施した。

社会と人々の安寧と幸福のため
の活動を評価いただき、「社会貢
献者表彰」を受賞した。

アジアとアフリカの現地スタッフを招聘した
イベント「世界会議」を、6年ぶりに開催。

2005

2008

2007

2016

2012 2006
設立5周年を記念して「全
国キャラバン」を実施。ア
フリカ事業コーディネー
ターのトシャ（写真中央）
が初来日した。

2014

ラオスの不発弾問題をテーマに
デザインされたチャリティTシャツ
を期間限定で販売。

2015
インターン同窓会を開催、
これまでに100名以上の
インターンを受け入れた。

ウガンダにて、元子ども兵が夢を語る「ドリー
ムプラン・プレンテーション」を開催。日本か
らたくさんの支援者が参加した。

これまでの国際文
化交流活動を評価
いただき、「国際交
流基金地球市民
賞」を受賞した。

初の単独著書となる創設者・鬼
丸の出版記念講演会の様子。

外務省主催の「ア
フリカン・フェスタ
2007」に参加。2日
間で約78,800人
の来場者があり、
テラ・ルネッサンス
の活動について紹
介した。

2020

コロナ禍の影響で講演が激減。これまでの経験を
活かし、オンラインで講演・イベントを開催した。

創設者の鬼丸が
大阪の中学校で講演をしていると
突然非常ベルが鳴り響いた

何事かと驚く鬼丸
しかし生徒たちは落ち着いた様子
そして再度鳴り響くベル

原因は“元気な生徒”の
イタズラだった

設立10周年記念イベントを開催。
名古屋、東京、京都の三会場で、
延べ489名に参加いただいた。 団体創設から10周年

ますます広がる支援と活動

2019 2018

ᲀ㟽㟶㟜㟪⨪

㮓㆝൭㟾ԋᜎ㮔
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外部機関による事業評価

海外の支援活動を「紛争への対処」とすれば、国内の啓発活動は「紛争
への予防」といえます。世界の現状を知り、「自分にできること」を考え
てもらうきっかけを提供してきた啓発（講演）についてご紹介します。

#啓発事業

いま、平和の種を蒔く
平和教育・講演活動

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、講
演
の
効
果
と
い
う
の
は

漢
方
薬
の
よ
う
な
も
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。即

効
性
の
あ
る
西
洋
医
学
の
薬
で
は
な
く
、時
間
は

か
か
る
け
れ
ど
後
に
じ
っ
く
り
効
い
て
く
る
薬
の

よ
う
な
も
の
で
す
。講
演
の
直
後
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
何
年
か
後
に
な
っ
て
社
会
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
た
り
、国
際
協
力
に
関
わ
る
こ
と
に
興

味
が
沸
い
た
り
、N
P
O
に
寄
付
を
し
た
り
。講
演

参
加
者
が
講
演
を
通
し
て
何
か
を
感
じ
取
り
、そ

の
先
の
行
動
と
し
て
表
れ
る
の
は
、人
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。大
切
に
し

て
い
る
の
は
、私
た
ち
が
講
演
を
通
し
て
伝
え
て

い
く
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
方
に
世
界
の
課
題
に

対
し
て
目
を
向
け
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
お
届
け

す
る
こ
と
、言
い
換
え
れ
ば
種
蒔
き
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。そ
の
種
は
い
つ
芽
吹
く
の
か
は
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、世
界
の
課
題
の
解
決
に
は
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
が
必
要
で
す
。と
も
に
よ
り

良
い
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
仲
間
が
一
人
、ま
た

一
人
と
増
え
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
、こ
れ
か
ら

も
講
演
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
講
演
を
し
た
小
学

6
年
生
か
ら
こ
ん
な
感
想
が
届
き
ま
し
た
。「
一
人

ひ
と
り
が
思
う
、考
え
る
平
和
は
、そ
れ
ぞ
れ
違
う

け
ど
、そ
の
違
い
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
改
め
て
思
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
、意
見
や
考
え

を
受
け
入
れ
、認
め
て
い
き
た
い
。自
分
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、自
分
も
相
手
の
こ
と
を
知
り
た

い
」。講
演
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
自
分
の

言
葉
で
平
和
を
意
識
し
、行
動
す
る
。そ
れ
こ
そ
が
、

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
目
指
す
、平
和
な
社
会
の

実
現
へ
の
近
道
な
の
だ
と
、私
は
思
い
ま
す
。

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
設
立
当
初
か
ら

2
0
2
1
年
3
月
ま
で2085

回
、述
べ208,585

人

に
対
し
て
の
講
演
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。あ
り

が
た
い
こ
と
に
現
在
で
は
、地
方
自
治
体
や
小
中

高
等
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
、一
般
企
業
で
の
社

内
研
修
な
ど
、講
師
と
し
て
お
呼
び
い
た
だ
く
場

所
も
多
岐
に
渡
り
ま
す
。様
々
な
場
面
で
ご
用
命

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
講
演
に
参

加
さ
れ
る
方
が
ど
の
よ
う
な
方
々
な
の
か
に
よ
っ

て
内
容
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、

「
講
演
参
加
者
ひ
と
り
一
人
に
寄
り
添
う
た
め
」の

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
中
学

校
の
平
和
教
育
の
一
環
と
し
て
講
演
を
行
う
と

き
。ま
ず
対
象
と
な
る
学
年
・
学
級
の
普
段
の
雰
囲

気
を
事
前
に
可
能
な
限
り
把
握
し
、講
演
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
話
の
流
れ
を
組
み
立
て
ま
す
。テ
ラ
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
扱
う
子
ど
も
兵
の
問
題
や
紛
争

の
被
害
に
つ
い
て
、対
象
と
な
る
生
徒
の
関
心
や

理
解
度
に
合
わ
せ
、興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
、生
徒
が
好
き
そ
う
な
話

題
を
出
し
て
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、

常
に
多
種
多
様
の
展
開
を
考
え
て
講
演
に
臨
み
ま

す
。ま
た
、私
た
ち
が
扱
う
紛
争
問
題
の
話
で
は
、

時
と
し
て
衝
撃
的
な
内
容
に
も
触
れ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、聞
き
手
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
な

い
よ
う
相
手
の
状
況
や
背
景
を
配
慮
し
つ
つ
、世

界
が
抱
え
る
課
題
の
現
状
、そ
し
て「
ひ
と
り
一
人

に
未
来
を
つ
く
る
力
が
あ
る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
多
く
の
場
で
講
演
活
動
を

試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
き
た
日
々

中学・高校で受講した人

講演の影響と
行動変化の
モデル

大学 大学中学・高校 社会人

講演の影響を受けた人々

「ウガンダで支援活動の実態を見て資料ではわからないこ
とがあると思った」

現地でテラ・ルネッサンスの活動を見ることで、その後の進
路決定(行動変化)だけでなく内面的な成長にも大きく影響を
与えていると思われる。講演により、事前に情報や疑問を蓄
えることができるので現地に行ってから発見や気付きが生ま
れやすい。職業訓練の実態から「お金ではなく、自立のサ
ポートが必要」という価値観を生み出している可能性がある。

自らの人生について考えるとき、多くの人は、自分の心の中に
ある“関心の種”に気付き、芽吹かせる。そのため、講演参加
者の状況にあわせて講演に参加してもらうことは有用である
と考える。はじめの講演では社会課題について知り、２度目
の講演では進路を考える時期に実施することで、その後の
進路選択に影響を及ぼしている可能性がある。

「元子ども兵の方々は収入を得る方法だけでなく、生きる方
法を学んでいた」

「環境、経済、持続可能性を海外の大学生はどのように感じ
ているかもっと知りたいと思った」

小中学、高校生への講演が進路へ影響国際協力に興味を持つ学生へ現場を見せる

【NPO法人テラ・ルネッサンス 事業評価プロジェクト】パナソニック プロボノ テラ・ルネッサンスチーム 2020　最終報告書参考

社
会
貢
献
活
動
へ
の
思
い
の
強
さ

社
会
貢
献
活
動
へ
の
思
い
の
強
さ

中学・高校で受講しなかった人

講演を聞いて現地を訪問した大学生

「中学生の頃に講演を聞いたことが、高校・大学進学に影響
したのかもと思う」

「講演を聞いたことで、将来について考える時期に自分の中
にある関心について考えた」

「特別な知識や経験がなくても、いまの自分の立場でできる
ことがあるのだと思えた」

学生の頃に講演を聞いた現在社会人

中学・高校 社会人

啓
発
事
業
部 

講
演
企
画
・
支
援
連
携
担
当 

栗
田
佳
典
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iPOSH / iWASH / Pharmal
除菌消臭液等の収益の一部が寄付に

株式会社Local Power協働事業者

秋
田
県

お米
お米の収益の約10%が寄付に

むらい農産協働事業者

岡
山
県

ZERO PC
エシカルパソコンの収益の3%が寄付に

ピープルポート株式会社協働事業者

神
奈
川
県

タイヤ
タイヤ1本につき20円が寄付に

有限会社アップライジング協働事業者

栃
木
県

テラ・ルネッサンス共済
保険・共済の収益の一部が寄付に

富士少額短期保険株式会社協働事業者

山
梨
県

テラ・ルネッサンスひかり
通信料金の収益の一部が寄付に

株式会社FISソリューションズ協働事業者

東
京
都

ウガンダコーヒー
コーヒー販売の一部が寄付に

株式会社クリスタル協働事業者

愛
知
県

焼き鳥
焼き鳥1本につき1円が寄付に

焼鳥丸十協働事業者

千
葉
県

革財布
革財布1つにつき1,000円が寄付に

Antaskalana Japan協働事業者

京
都
府

マスク
マスク1つにつき100円が寄付に

株式会社RICCI EVERYDAY協働事業者

東
京
都

トートバック
トートバック1つにつき150円が寄付に

NPO法人Bonds of Heart協働事業者

東
京
都

つながる募金
携帯電話利用料と一緒に募金ができる

ソフトバンク株式会社協働事業者

東
京
都

ぬいぐるみ
ぬいぐるみの収益の50％が寄付に

株式会社AFURIKA DOGS協働事業者

京
都
府

水サポ
天然水（ウォーターサーバー）12Lにつき240円が寄付に

株式会社kurokawa協働事業者

兵
庫
県

アルサポ
中古アルミホイールを回収して寄付に

有限会社アップライジング協働事業者

栃
木
県

コシサポ
古紙を回収して寄付に

興亜商事株式会社協働事業者

愛
知
県

キフ★ブック
古本を回収して寄付に

株式会社バリューブックス協働事業者

長
野
県

株式会社kurokawa

フクサポ
衣料品を回収して寄付に

協働事業者

兵
庫
県

ケータイ for コンゴ
使用済み携帯電話を回収して寄付に

安田産業株式会社協働事業者

京
都
府

テラ・ルネッサンス後援会 千葉
千葉県内にある法人サポーター後援会組織

千葉県内に所在地を置く法人サポーター各社協働事業者

千
葉
県

テラ・ルネッサンスサポーターズクラブ 東海
東海地域にある法人サポーター後援会組織

東海地域に所在地を置く法人サポーター各社協働事業者

東
海
地
域

テラ・ルネッサンスサポーターズクラブ 東京
東京都内にある法人サポーター後援会組織

東京都内に所在地を置く法人サポーター各社協働事業者

東
京
都

テラ・カフェ京都
京都府内で開催される定期イベント

テラ・ルネッサンス主催

京
都
府

テラ・カフェ佐賀
佐賀県内で開催される定期イベント

テラ・ルネッサンス主催

佐
賀
県 テラスタイル東京

東京都内で開催される定期イベント

ファンクラブ会員の皆様協働事業者

東
京
都

地雷や子ども兵の課題解決のため、その貢献の方法はお金の寄付だけではありません。
社会貢献に繋がる暮らしの選択肢を増やすことで、市民の一人ひとりと一緒によりよい
社会を作っていくための方法をご紹介します。詳しくは右記QRコードからご覧ください。

社会を変える暮らしの選択
私にできる社会貢献

#啓発事業

寄付つき商品・サービス めぐるプロジェクト（回収系支援） 法人サポーター後援会組織 講演・イベント

支
援
連
携

テラ・ルネッサンスでんき
電気料金の収益の2%が寄付に

happy energy株式会社 / 太陽ガス株式会社協働事業者

東
京
都・鹿
児
島
県

読
み
終
わ
っ
た
本
や
使
い
終
わ
っ
た
携
帯
電
話

な
ど
、身
近
な
モ
ノ
が
寄
付
に
な
る「
め
ぐ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
・
利

用
す
る
た
び
に
、テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
へ
の
寄

付
に
な
る「
寄
付
つ
き
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
」。私
た

ち
の
想
い
に
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
さ
ん

と
、社
会
課
題
の
解
決
に
、多
様
な
方
法
で
、気

軽
に
参
画
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、誰
も
が
社
会
課
題
解
決
の

担
い
手
と
な
り
、平
和
を
作
る
運
動
が
拡
が
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

海
外
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

２
０
２
０
年
度
よ
り
、本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

た
、日
本
国
外
か
ら
の
資
金
調
達
を
目
指
す
海

外
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
事
業
。ま
ず
は
ア
メ

リ
カ
、そ
し
て
台
湾
へ
の
展
開
を
進
め
、英
語
・

中
国
語（
繁
体
字
）で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
開
設
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。さ
ら
な
る
事
業
拡
大
の
た
め
の

資
金
調
達
を
目
的
と
す
る
と
同
時
に
、「
世
界
平

和
の
実
現
」を
目
指
し
、共
に
歩
む
仲
間
を
世
界

中
で
増
や
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

支
援
者
の
方
々
と
の
よ
り
深
い
関
係
性
構
築
の

た
め
、台
湾
現
地
で
の
事
業
展
開
に
よ
り
一
層

注
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

佐
賀
事
業

佐
賀
事
業
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
寄
附
の
窓
口
を
提
供

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、中
高
生
を

対
象
に
、社
会
課
題
の
解
決
と
世

界
や
地
域
の
平
和
構
築
に
資
す
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
育
成
事
業
」を

開
始
。本
事
業
は
、国
内
の
啓
発
活

動
と
海
外
の
支
援
活
動
を
よ
り
深

く
連
携
さ
せ
た
長
期
的
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税（
寄
附
）に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。佐
賀
・
九
州
を

「
平
和
の
輪
」の
一
大
拠
点
と
し
、

「
社
会
変
化
を
促
す
運
動
体
」の
実

践
の
場
を
拡
大
し
つ
つ
、将
来
的

に
は
海
外
の
教
育
機
関
で
も
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤森みな美
啓発事業部
寄付・法人連携 担当

島彰宏
啓発事業部
オンラインマーケティング 担当

佐々木純徹
啓発事業部 佐賀事業
政策提言推進室 担当

その他、募金箱の設置団体・企業様も全国多数！
なお、それぞれの取り組みは2021年11月末時点の内容です。
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向井小雪さん
ン
ト
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
10
年
ほ
ど

前
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
鬼
丸
さ
ん
と
知

り
合
い
、支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。実
は
、他
に
も
い
く
つ
か

寄
付
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
中
で
一
番

長
く
続
い
て
い
る
の
が
、テ
ラ
ル
ネ
な
ん

で
す
。な
ぜ
か
と
言
う
と
、や
は
り
、す
べ

て
に
お
い
て
丁
寧
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
度
合
い
や
成

果
を
、感
謝
と
と
も
に
し
っ
か
り
伝
え
て

く
れ
る
。す
る
と
、寄
付
し
て
よ
か
っ
た

な
と
思
え
る
し
、支
援
を
続
け
た
い
と
思

う
。こ
れ
が
10
年
も
支
援
を
続
け
て
き
た

大
き
な
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
編
集
部
）そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
お
話
し

く
だ
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、テ
ラ
ル
ネ
の
ど
ん
な
部
分
に

共
感
や
魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
か
、さ
ら
に
伺
い
た
い
で
す
。

（
編
集
部
）今
日
は
、い
つ
も
様
々
な
形
で

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、テ
ラ

ル
ネ
と
の
関
わ
り
や
今
後
の
テ
ラ
ル
ネ

に
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
伺

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、自
己
紹
介

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

（
坂
本
）私
は
宮
崎
で
訪
問
看
護
師
を
し

て
い
ま
す
。テ
ラ
ル
ネ
の
設
立
直
後
く
ら

い
に
、ま
だ
大
学
生
だ
っ
た
鬼
丸
さ
ん
の

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、地
雷
原
や
平
和

へ
の
熱
い
思
い
に
衝
撃
を
受
け
た
の
が

支
援
の
き
っ
か
け
で
す
。話
を
聞
い
た
の

は
、小
さ
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
し

た
。鬼
丸
さ
ん
一
人
で
始
め
た
テ
ラ
ル
ネ

が
、20
年
後
の
今
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
り
、

感
動
し
て
い
ま
す
。

（
上
野
）私
も
宮
崎
在
住
で
、地
雷
ゼ
ロ
宮

崎
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。

20
年
前
、坂
本
さ
ん
か
ら「
す
ご
い
大
学

生
が
い
る
か
ら
、話
を
聞
い
た
ほ
う
が
い

い
」と
言
わ
れ
、ち
ょ
う
ど
関
西
に
行
く

用
事
が
あ
っ
た
の
で
、鬼
丸
さ
ん
に
会
っ

た
の
が
テ
ラ
ル
ネ
と
の
出
会
い
で
す
。

そ
の
時
、地
雷
の
現
状
を
知
っ
て
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、自
分
に
も
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

以
来
、鬼
丸
さ
ん
の
講
演
会
を
主
催
し
た

り
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
テ
ラ
ル
ネ
と
一
緒
に

支
援
活
動
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。鬼
丸

さ
ん
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、今
の
活

動
は
な
い
の
で
今
日
は
感
慨
深
い
で
す
。

の
性
暴
力
被
害
者
支
援
な
ど
に
関
わ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人R
IT
A
-C
ongo

の
事
務
局

員
を
し
て
い
ま
す
。元
々
、紛
争
問
題
や

難
民
支
援
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

大
学
の
授
業
で
小
川
さ
ん
の
話
を
聞
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

会
員
と
し
て
支
援
を
始
め
ま
し
た
。現
地

で
直
接
支
援
は
で
き
ま
せ
ん
が
、テ
ラ
ル

ネ
を
通
じ
て
行
う
支
援
も
大
切
な
手
段

の
ひ
と
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。一
昨
年

は
ウ
ガ
ン
ダ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
も

参
加
し
、貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

（
向
井
）私
が
勤
め
て
い
る
大
阪
府
立
佐

野
高
校
で
は
、2
0
0
8
年
か
ら
鬼
丸
さ

ん
や
栗
田
さ
ん
の
講
演
を
毎
年
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。社
会
の
現
状

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
だ
さ
る
の

で
、生
徒
た
ち
は
自
分
の
暮
ら
し
が
問
題

に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
、深
く

考
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も
行
っ

て
い
て
、私
自
身
も
２
回
引
率
し
ま
し
た

が
、参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、「
本
当
の
豊

か
さ
や
幸
せ
と
は
何
だ
ろ
う
」と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。世
界
の
問
題

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、国
際

支
援
の
道
を
志
し
た
り
す
る
子
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。テ
ラ
ル
ネ
な
ら
で
は

の
、き
め
細
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
サ

ポ
ー
ト
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
今
井
）私
は
起
業
家
支
援
の
コ
ン
サ
ル
タ

（
廣
瀬
）今
日
は
、キ
フ
★
ブ
ッ
ク
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
バ
リ
ュ
ー

ブ
ッ
ク
ス
を
代
表
し
て
参
加
し
ま
し
た
。鬼

丸
さ
ん
や
栗
田
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
、ス

タ
ッ
フ
の
方
々
と
接
し
た
り
す
る
中
で
、テ

ラ
ル
ネ
の
世
界
観
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、社
会

に
対
す
る「
怒
り
」で
す
。そ
の
世
界
観
を
、

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
で

わ
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
リ
ー
と
表
現
で
伝

え
て
い
る
。テ
ラ
ル
ネ
は
、世
界
観
、ス
ト
ー

リ
ー
、そ
し
て
表
現
と
い
う
３
つ
の
バ
ラ

ン
ス
が
絶
妙
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
ん

だ
か
評
論
家
み
た
い
で
す
が（
笑
）。

（
谷
本
）今
、私
は
大
学
で
コ
ン
ゴ
の
研
究

を
し
て
い
る
先
生
の
事
務
補
佐
や
、コ
ン
ゴ

２０年ほど前に創設者の
鬼丸と出会い、地雷原等
の話や熱い想いを聴い
て衝撃を受けたのが支
援のきっかけ。テラ・ル
ネッサンスの理念や現地
の自立支援という活動に
共感し、ファンクラブ会
員を継続。最近はふるさ
と納税の返礼品を楽し
みに、支援方法を組み合
わせている。

「キフ★ブック」という制
度を利用。部屋の片付け
の際に出るゴミとしての
古本を出すことによって
支援に貢献できることが
魅力。現地に行って支援
活動に参加することは難
しいが、毎月の寄付を通
じて少しでも役に立てれ
ばという想いから、ファ
ンクラブ会員としても寄
付を継続している。

自身のビジネスを通じて
日本国内の起業家育成
という自立支援をしてい
る。ビジネスではカバー
できない自立支援につい
ては事業利益の中から
拠出すべきだと考え、テ
ラ・ルネッサンスに寄付
を行っている。創設者の
鬼丸とは長いお付き合
いの仲。

大阪府立佐野高等学校
の教員として、生徒を連
れてのカンボジアスタ
ディツアーの引率を行う。
スタディーツアー実施
中・前後の生徒の成長を
肌で感じるのが醍醐味。
また、校内での講演会の
開催を行うかたわら、生
徒にも伝わりやすく、か
つ世界や日本の現状を
深く理解できるところ
に、鬼丸や栗田の講演の
魅力を感じている。

地雷ゼロ宮崎の代表とし
て 2 0 0 2年にテラ・ル
ネッサンスのカンボジア
スタディーツアーに参加
して以来、支援を継続。
現地の状況を的確に把
握しているカンボジア駐
在代表の江角とは古くか
らの付き合いで、現場に
必要な支援を今後も続
けていきたいと願う。

古本の買取金額をテラ・
ルネッサンスへの寄付金
に変える仕組みキフ★
ブック（チャリボン）を構
築した株式会社バリュー
ブックスの社員。本を通
して「平和な世界を実現
する」という、テラ・ル
ネッサンスと共通するビ
ジョンを掲げ、日々、ソー
シャルビジネスに向き
合っている。

支援者座談会
TALK SESSION

寄付をはじめ会員や古本回収など、
テラ・ルネッサンスでは活動に参加いただくための

多様な支援の窓口があります。
それぞれに適した方法でご支援をいただく

皆さまをゲストに迎え、
テラ・ルネッサンスについて
語り合っていただきました。

坂本千佳さん 谷本智妃呂さん 今井孝さん 上野匡毅さん 廣瀬聡さん

鬼丸による講演の様子

カンボジアでのスタディーツアー
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縫
の
訓
練
を
受
け
た
卒
業
生
の
素
敵
な

バ
ッ
グ
類
を
買
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日
本
で
も
、そ
れ
ら
の
製
品
を
買
っ

て
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
る
日
を
、楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
今
井
）私
は
、自
立
で
き
る
人
を
ど
ん
ど

ん
増
や
せ
ば
も
っ
と
良
い
世
の
中
に
な
る

と
思
っ
て
、日
本
で
起
業
支
援
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、テ
ラ
ル
ネ
は
、海
外
で
、

し
か
も
傷
つ
い
た
人
た
ち
を
相
手
に
、自

立
支
援
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す

よ
ね
。カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
マ
イ

ナ
ス
の
状
況
か
ら
自
立
を
目
指
す
の
は
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、純

粋
に
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。同
時
に
、そ
こ

で
で
き
た
つ
な
が
り
は
、何
十
年
後
か
の

日
本
に
大
き
な
価
値
を
も
た
ら
す
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。も
し
か
す
る
と
、「
あ

の
時
、テ
ラ
ル
ネ
の
活
動
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
」と
い
う
人
た
ち
が
、日
本
の
危
機
を

救
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
は

国
内
で
自
立
す
る
人
を
増
や
す
た
め
に
活

動
す
る
の
で
、テ
ラ
ル
ネ
に
は
自
立
支
援

を
通
し
て
、海
外
と
の
交
流
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
編
集
部
）今
日
は
、貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
と
と
も
に
、平
和
の
実
現
に
向
か
っ

て
前
進
し
て
い
き
ま
す
。変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、テ
ラ
ル
ネ

で
は
噛
み
砕
い
て
伝
え
て
く
れ
る
の
で
、

切
実
な
も
の
と
し
て
自
分
に
ひ
き
つ
け
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

そ
の
ス
タ
ン
ス
で
、我
が
校
の
生
徒
を
始

め
、多
く
の
方
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

（
編
集
部
）皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、「
テ

ラ
ル
ネ
、結
構
が
ん
ば
っ
て
い
る
な
！
」

と
、勝
手
な
が
ら
思
い
ま
し
た（
笑
）。 

で

は
、今
日
の
振
り
返
り
も
含
め
て
、今
後
の

テ
ラ
ル
ネ
に
期
待
す
る
こ
と
を
、ぜ
ひ
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
上
野
）今
日
は
、テ
ラ
ル
ネ
を
通
し
て
支

援
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
と
繋
が
る

こ
と
が
で
き
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

テ
ラ
ル
ネ
が
な
け
れ
ば
、地
雷
ゼ
ロ
宮
崎

も
な
か
っ
た
し
、20
年
も
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。人
も
組
織
も
、ま

た
地
球
も
変
わ
り
続
け
て
い
く
も
の
な
の

で
、テ
ラ
ル
ネ
も
時
代
に
合
わ
せ
て
、進
化

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
も
、そ
れ

に
合
わ
せ
て
進
化
や
変
化
を
遂
げ
な
が

ら
、一
人
ひ
と
り
の
立
場
や
持
ち
場
で
、お

互
い
に
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
向
井
）確
か
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
す
れ
ば
い

い
の
で
す
ね
。私
は
支
援
の
現
場
に
直
接

行
け
な
い
の
で
、自
分
に
は
何
も
で
き
な

（
廣
瀬
）あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今

の
社
会
に
は
、戦
争
と
貧
困
が
構
造
的
に

再
生
産
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
る
と
、

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
だ
と
、

日
本
は
昭
和
の
頃
の
よ
う
に
、戦
争
や
貧

困
を
再
生
産
す
る
国
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
れ
を
非
常
に
危
惧
し
て
い
る
の

で
、テ
ラ
ル
ネ
に
は
、ぜ
ひ
そ
ん
な
状
況

を
打
ち
破
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。テ
ラ
ル
ネ
の
し
っ
か
り
し

た
世
界
観
と
ス
ト
ー
リ
ー
、表
現
だ
っ
た

ら
そ
れ
が
で
き
る
し
、実
際
に
や
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。本
は
私
た
ち
が
集
め
ま
す
か

ら
、ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
谷
本
）私
は
テ
ラ
ル
ネ
へ
の
希
望
が
２

つ
あ
る
ん
で
す
。ひ
と
つ
は
、テ
ラ
ル
ネ

の
皆
さ
ん
に
は
、こ
れ
か
ら
も
社
会
に
対

し
て
、思
い
や
り
の
大
切
さ
を
ど
ん
ど
ん

発
信
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。今
ま
で
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
接

し
て
き
て
、皆
さ
ん
、本
当
に
優
し
い
方

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。抽
象
的
な
言

い
方
な
の
で
す
が
、世
界
中
の
人
が
そ
ん

な
思
い
や
り
を
持
て
た
ら
、戦
争
の
種
に

つ
な
が
る
小
さ
な
諍
い
も
な
く
な
り
、平

和
に
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
の
で
、ぜ

ひ
皆
さ
ん
か
ら
思
い
や
り
や
優
し
さ
を
周

囲
に
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。も
う
ひ

と
つ
、現
地
で
作
ら
れ
た
製
品
や
地
元
の

グ
ッ
ズ
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
買
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。ウ
ガ
ン
ダ
の

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
際
に
、裁

い
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
、国
際
開
発
教
育
の
授
業
や
講
演
会
の

開
催
、ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
引
率
な
ど
を

通
し
て
、私
も
貧
困
や
紛
争
を
な
く
す
プ

ロ
セ
ス
の
一
部
に
な
れ
て
い
る
の
だ
と
改

め
て
感
じ
、と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
テ
ラ
ル
ネ
の
理
念
が
大
好
き
な
の

で
、こ
れ
か
ら
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
も
、

平
和
の
実
現
へ
向
け
て
、今
の
ス
タ
イ
ル

で
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
坂
本
）皆
さ
ん
が
、い
ろ
い
ろ
な
思
い
を

持
っ
て
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、多
面
的
に
テ
ラ
ル
ネ
を
と
ら
え
直
す

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。私
も
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
ま
す
。ま
ず

は
、キ
フ
★
ブ
ッ
ク
に
本
を
送
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
い
ろ
ん
な
所
に
貼
っ

て
、落
ち
込
ん
だ
時
に
見
る
ん
で
す
。こ

の
方
達
が
自
立
し
て
安
定
し
た
暮
ら
し
を

い
と
な
む
た
め
に
、自
分
も
役
に
立
て
た

の
か
な
と
思
う
と
、自
信
や
元
気
が
湧
い

て
き
ま
す
。罪
悪
感
か
ら
支
援
す
る
の
で

は
な
く
、支
援
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
が

元
気
を
も
ら
え
る
。そ
ん
な
サ
イ
ク
ル
が

あ
っ
た
か
ら
、今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
だ
な
と
、お
二
人
の
お
話
を
聞
い
て
気

づ
き
ま
し
た
。

（
向
井
）世
界
の
現
実
を
心
に
響
く
よ
う

に
伝
え
て
く
れ
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。鬼
丸
さ
ん
や
栗
田
さ
ん
の

話
を
聞
い
た
生
徒
の
感
想
で
、一
番
多
い

の
が「
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
」と
い

う
も
の
で
す
。遠
い
国
の
問
題
や
大
き
な

社
会
課
題
は
、生
徒
に
は
受
け
止
め
き
れ

ち
が
安
穏
と
暮
ら
し
て
い
る
一
方
で
、世

界
に
は
、地
雷
原
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な

い
人
た
ち
や
、母
親
を
殺
せ
と
言
わ
れ
る

子
ど
も
た
ち
が
い
る
。そ
ん
な
理
不
尽
な

世
界
に
対
す
る
怒
り
だ
と
思
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
強
い
怒
り
が
根
底
に
あ
り
な
が

ら
も
、テ
ラ
ル
ネ
が
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー

や
表
現
は
、と
て
も
き
れ
い
と
い
う
か
、

説
得
力
が
あ
り
ま
す
。本
に
た
と
え
る
な

ら
、テ
ラ
ル
ネ
は
、良
い
本
の
よ
う
な
存

在
だ
と
思
い
ま
す
。

（
今
井
）テ
ラ
ル
ネ
の
伝
え
方
は
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
て
、私
た
ち
の
罪
悪
感
に
訴
え

ま
せ
ん
よ
ね
。そ
の
代
わ
り
、「
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、ど
ん
ど
ん
よ
く
な
っ
て
い
ま

す
」と
い
う
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

て
く
れ
る
。そ
う
す
る
と
寄
付
し
や
す
い

し
、支
援
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。皆

さ
ん
は
、ど
う
で
す
か
？

（
谷
本
）私
も
、テ
ラ
ル
ネ
が
折
に
触
れ
て

私
た
ち
サ
ポ
ー
タ
ー
に
感
謝
を
伝
え
、大

事
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。２
、３
年
前
か
ら
素
敵
な
誕
生
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
し
、現

地
の
切
手
を
貼
っ
た
エ
ア
メ
ー
ル
が
届
く

と
、支
援
先
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
嬉

し
く
な
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
細
や
か
な

配
慮
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
坂
本
）私
も
、郵
送
で
い
た
だ
い
て
い
る

（
坂
本
）私
が
共
感
し
て
い
る
の
は
、20
年
前

と
変
わ
ら
な
い
理
念
を
持
ち
続
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
ね
。初
め
て
会
っ
た
時
か
ら
、

鬼
丸
さ
ん
は
、世
界
平
和
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。そ
の
思
い
を
ず
っ
と
大
事
に
し
て

実
行
に
移
し
た
結
果
、今
が
あ
る
。そ
れ

は
、み
ん
な
が
平
和
を
望
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
も
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

震
災
後
の
テ
ラ
ル
ネ
は
、岩
手
県
大
槌
町

で
の
国
内
支
援
に
も
乗
り
出
し
ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
変
化
し
な
が
ら
、理
念
に

沿
っ
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
野
）テ
ラ
ル
ネ
の
設
立
目
的
は「
世
界

平
和
の
実
現
」で
あ
り
、「
す
べ
て
の
生
命

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
」

で
す
が
、す
べ
て
の
人
間
で
は
な
く
、「
生

命
」と
謳
っ
て
い
る
。私
は
こ
こ
に
共
感

し
、私
自
身
の
団
体
の
理
念
を
作
る
際
に

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
今
井
）そ
う
、理
念
の
ス
ケ
ー
ル
が
壮
大

で
す
よ
ね
。し
か
し
活
動
自
体
は
コ
ン
パ

ク
ト
な
サ
イ
ズ
で
、自
分
た
ち
の
で
き
る

範
囲
に
絞
り
、し
っ
か
り
実
績
を
出
し
続

け
て
い
る
。そ
う
や
っ
て
毎
年
着
実
に
成

果
を
上
げ
て
い
る
テ
ラ
ル
ネ
の
姿
勢
は
現

実
的
で
、私
は
と
て
も
好
き
で
す
。

（
廣
瀬
）先
ほ
ど
、テ
ラ
ル
ネ
の
世
界
観

は
、社
会
に
対
す
る「
怒
り
」だ
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
が
、そ
の
怒
り
と
は
、私
た

現地の職業訓練で作成されたマスクとコースター

カンボジア農村部の女性たち
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アフリカ事 業コー ディネー
ター。自身も紛争で子ども時代
に家族を失う経験を持ち、この
16年間は、主にウガンダの元少
女兵の社会復帰支援や、コンゴ
の紛争被害女性の支援に従事。
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元子ども兵がみつけた、
生きがいのある暮らし。
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Life is beautiful



テラ・ルネッサンスを応援してくださる皆さん
MESSAGE

様々な分野で活躍される有識者の方々から
テラ・ルネッサンスの20周年に際して
応援コメントをお寄せいただきました。

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
活
動
を
私
は
高

校
時
代
か
ら
み
て
い
ま
し
た
。高
校
１
年
生

の
と
き
に911
の
テ
ロ
が
あ
っ
て
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
空
爆
を
テ
レ
ビ
で
み
て
い
た
と
き

に「
子
ど
も
の
不
条
理
な
現
状
を
変
え
て
い

き
た
い
」と
強
く
思
い
、様
々
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活

動
を
見
て
い
る
中
で
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

さ
ん
の
こ
と
を
見
聞
き
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
20
年
の
時
を
経
て
、私
は
10
代

の
孤
立
を
解
決
す
る
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
事
業
立
ち
上
げ
、去
年
は

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
さ
ん
と
共
同
で
日
本

国
内
の
10
代
の
支
援
も
し
て
き
ま
し
た
。子
ど

も
の
不
条
理
な
現
状
を
変
え
て
い
く
こ
と
を

一
緒
に
な
っ
て
で
き
る
と
い
う
の
は
不
思
議

な
縁
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
、紛
争
や
貧
困
で

苦
し
い
影
響
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
が
世
界

で
増
加
し
ま
し
た
。改
め
て
こ
れ
か
ら
も
共

に
行
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。20
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
な
っ
て
動
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今井紀明さん
認定NPO法人D×P 理事長

鈴江奈々さん
日本テレビ アナウンサー

ニ
ー
ズ
に
も
、し
な
や
か
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
力
を
形
作
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

私
は
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質

は
、「
い
ま
だ
見
え
な
い
未
来
を
見

て
、自
分
た
ち
の
内
発
的
な
思
い
に

導
か
れ
な
が
ら
歩
み
を
す
す
め
る
」

こ
と
に
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。そ

の
姿
が
周
囲
に
共
感
と
信
頼
の
輪
を

広
げ
、社
会
を
変
え
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

20
年
は
、ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
体
現
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、そ
の
本
質
を
大
切

に
さ
れ
な
が
ら
、人
々
に
寄
り
添
い
、

取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
か
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、国
際
協

力
の
第
一
線
で
の
活
動
と
、当
事
者

の
声
を
国
際
社
会
に
届
け
る
情
報
発

信
を
通
じ
て
、国
際
平
和
の
確
保
に

努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。ま
ず
は
こ

の
間
の
取
り
組
み
に
、心
か
ら
の
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

特
に
、ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
16

年
間
に
わ
た
っ
て
、日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
、子
ど
も
兵
、紛

争
下
の
性
的
暴
力
、な
ど
の
紛
争
に

ま
つ
わ
る
社
会
課
題
に
向
き
合
っ
て

こ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
社
会
課

題
の
解
決
に
向
き
合
う
こ
と
は
、平

和
で
安
全
な
日
本
に
暮
ら
す
私
に
は

想
像
を
絶
す
る
様
々
な
困
難
と
挑
戦

が
あ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

理
事
長
・
小
川
さ
ん
を
始
め
と
す

る
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
皆
さ
ん

の
、「
す
べ
て
の
生
命
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会（
世
界
平
和
）の
実

現
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
へ
の

思
い
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
、こ
の

活
動
を
前
に
す
す
め
る
最
大
の
推
進

力
に
他
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

国
内
外
で
多
く
の
仲
間
が
テ
ラ
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
集
い
、支
援
が
集

ま
る
の
も
、こ
う
し
た
職
員
の
方
々

の
情
熱
と
強
い
思
い
が
あ
っ
て
こ
そ

だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、彼（
女
）ら
の

人
と
真
摯
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
、刻

一
刻
と
変
化
す
る
現
地
の
人
々
の

野田智義さん
全人格リーダーシップ教育機関
アイ・エス・エル（ISL） 創設者
大学院大学至善館 理事長・学長

西水美恵子さん
元世界銀行副総裁

近藤哲生さん
国連開発計画（UNDP）駐日代表

中山大亮さん
天理教真柱継承者
天理教青年会長

鉱
物
資
源
を
め
ぐ
っ
て
内
戦
が

お
き
て
い
る
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
。

こ
こ
で
採
掘
さ
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル

は
、私
た
ち
の
手
元
に
あ
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。し

か
し
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
な
か

な
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。ス
マ
ホ
な

ど
小
型
家
電
は
、使
い
終
わ
っ
た
ら

捨
て
る
？
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
？
ど

う
し
た
ら
い
い
か
わ
ら
ず
、家
の
中

で
し
ま
っ
た
ま
ま
と
い
う
人
も
多

い
だ
ろ
う
。私
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
大

切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、テ
ラ
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
を
取
材
し
た
。な
ぜ
な

ら
テ
ラ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
現
地
で

活
動
を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、コ
ン

ゴ
の
人
達
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
レ
ア

メ
タ
ル
の
意
味
を
よ
く
知
っ
て
い

る
か
ら
だ
。「
私
た
ち
の
使
っ
て
い

る
も
の
の
先
に
紛
争
が
あ
る
」鬼
丸

氏
が
ま
ず
は
知
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。遠
い
世
界

の
話
を「
自
分
事
」と
し
て
と
ら
え

る
事
は
簡
単
で
は
な
い
が
、実
際
に

鉱
山
で
働
く
現
地
の
人
の
写
真
を

目
に
す
る
だ
け
で
も
、見
え
方
は
変

わ
る
。こ
れ
か
ら
も
テ
ラ
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の
活
動
が
持
続
可
能
な
社
会

を
作
る「
架
け
橋
」と
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　

受
益
者
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、支
援
の
奥
義

だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。戦

火
や
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
、村
お

こ
し
や
町
づ
く
り
、ひ
い
て
は
国
家

経
済
の
発
展
に
さ
え
も
共
通
す
る
奥

義
で
あ
る
。私
事
、格
別
信
心
深
い
人

間
で
は
な
い
が
、世
銀
で
担
当
し
て

い
た
国
々
で
、そ
の
奥
義
を
極
め
る

現
場
に
出
合
う
と
、観
世
音
菩
薩
の

姿
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。衆
生
の
苦
悩
に
応
じ
て
姿
を
変

え
、大
慈
悲
を
行
ず
る
と
信
じ
ら
れ

る
変
化
観
音
。そ
の
お
姿
が
、草
の
根

の
声
を
深
く
聴
き
、自
助
自
立
の
道

へ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
謙
虚
な
支
援

の
在
り
方
に
、重
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

２
年
前
、三
陸
沿
岸
の
大
被
害
を

目
の
あ
た
り
に
し
て
絶
望
感
に
打
ち

の
め
さ
れ
て
い
た
時
、そ
の
観
音
さ

ま
に
救
わ
れ
た
。想
像
を
絶
す
る
苦

難
を
乗
り
越
え
、一
針
、一
針
、前
進

す
る
大
槌
の
刺
し
子
さ
ん
た
ち
。そ

こ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
働
く
テ
ラ
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
職
員
た
ち
。皆
の

明
る
い
笑
顔
に「
こ
れ
こ
そ
誠
の
人

助
け
」と
ほ
ほ
笑
む
観
音
さ
ま
が

映
っ
た
。官
民
共
に
復
興
に
関
わ
る

全
て
の
人
々
か
く
あ
れ
と
、願
っ
て

や
ま
な
い
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

　テラ・ルネッサンス創立20周年、まことにおめでとうご

ざいます。心よりお祝いを申し上げます。2030年に向け

て平和で繁栄した世界をつくるための国際社会共通の

目標SDGs、その達成には国境を越えてグローバルな課

題に取り組む市民社会組織としてのNGOの役割が大き

な鍵になっています。テラ・ルネッサンスは、SDGsの前

身のMDGsの時代から、海外での地雷撤去支援や子ど

も兵の社会復帰支援、日本国内でのアドボカシー活動

など、国内外において「すべての生命が安心して生活で

きる社会の実現」のために20年の間多大な貢献をしてこ

られました。なかでもコンゴ民主共和国では、国内避難

民や紛争で家族を失った女性たちへの自立支援活動に

おいて、彼女たちを、食料を与えられる存在から食料を

供給する存在へとエンパワーする活動をUNDPとともに

行う頼もしい存在です。今後もともにパートナーシップを

築きながら、SDGsの達成を支援していきましょう！

　この度は、認定NPO法人テラ・ルネッサンスが創立20

周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げます。

創設者である鬼丸昌也さんとの出会いは、約2年前にさか

のぼります。ある日、Facebookを通じてメッセージをいた

だいたのですが、どんな方か分からず返信できずにいたと

ころ、今度はお手紙を送ってくださいました。そこには世

界平和に懸ける、強く熱い思いが綴られていました。

　感激した私が「ぜひお会いしてお話を聞かせていただ

きたい」と申し出たことから、鬼丸さんとの交流が始まり

ました。以来、見識豊かで人脈も広い鬼丸さんとお会いす

るたび、いつも多くの刺激をいただいています。私は、貴

法人のビジョンである「すべての生命が安心して生活でき

る社会（世界平和）の実現」という言葉が大好きです。

　これからも、その精力的な取り組みに勇気をいただき

ながら、私自身も自分にできる救済活動に邁進していき

たいと存じます。テラ・ルネッサンスの今後のますますの

ご発展をお祈り申し上げます。

2013/3/17
毎日新聞
「時代の風」大槌の観音さまより抜粋
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平和のための仕組みをつくる

新設「政策提言推進室」

平和のための世界観を描く

新設「ブランディングデザイン室」

強
く
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。現
在
、政
策

提
言
推
進
室
で
は
児
童
労
働
の
形
態
の
中

で
も
最
悪
と
い
わ
れ
る
子
ど
も
兵
の
課
題

を
伝
え
る『
子
ど
も
兵
白
書
』を
執
筆
し

て
い
ま
す
。ま
た
、2
0
2
0
年
か
ら
児

童
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
委
員
に
も

就
任
し
ま
し
た
。

　

今
後
、現
場
で
の
事
業
を
展
開
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、「
自
立
と
自
治
」と
い
っ
た

私
た
ち
が
大
切
に
す
る
活
動
の
あ
り
方
を

政
策
提
言
の
側
面
か
ら
も
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

の
実
績
や
知
見
を
活
か
し
、日
本
国
内
だ

け
で
は
な
く
海
外
の
市
民
社
会
や
大
学
な

ど
と
協
力
し
て
、共
に
よ
り
本
質
的
な
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
理
念
や
価
値

観
に
基
づ
い
た
活
動
を
体
現
し
、よ
り
多

く
の
方
々
と
と
も
に
世
界
平
和
の
実
現

を
目
指
す
べ
く
、2
0
2
1
年
度
よ
り
新

た
な
部
署
と
し
て「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
室
」を
設
置
し
ま
し
た
。メ
デ
ィ

ア
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
注
力
と
と
も
に
、

情
報
の
整
理
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
で
、テ

ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
対
す
る
共
通
イ

メ
ー
ジ
の
形
成
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
と
は
、物
事
を
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
で
す

が
、わ
か
り
や
す
さ
を
追
求
す
る
あ
ま

り
、本
質
の
理
解
を
妨
げ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。近
く
で
見
る
と
雑
然

と
し
て
い
る
け
れ
ど
、全
体
を
眺
め
て
み

る
と
あ
る
種
の
ル
ー
ル
や
美
し
さ
が
あ

る
曼
荼
羅（
ま
ん
だ
ら
）の
よ
う
に
、わ
か

り
や
す
さ
と
曖
昧
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
も
、私
た
ち
が
大
切
に
し
た
い
デ

ザ
イ
ン
の
あ
り
方
で
す
。

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
多
く
が
、

各
々
の
世
界
観
を
伝
え
、個
人
か
ら
の
共

感
を
集
め
る
こ
と
で
、社
会
に
お
け
る
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。私
た

ち
も
世
界
平
和
を
目
指
す
N
G
O
と
し

て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
、そ
の
先

で
、一
人
ひ
と
り
の
関
心
分
野
か
ら
社
会

に
関
わ
ろ
う
と
す
る
仲
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
紛
争
の
根
本
的
な
解
決
お
よ
び
予
防
を

目
指
し
、創
立
当
初
よ
り「
支
援
」「
啓
発
」

「
政
策
提
言
」を
三
つ
の
柱
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。20
周
年
を
迎
え
、新
た

に「
政
策
提
言
推
進
室
」を
開
設
。私
た
ち

が
取
り
組
む
課
題
に
対
し
て
、国
際
的
な

枠
組
み
の
形
成
や
政
策
策
定
と
い
う
よ
り

上
流
部
分
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、世

界
平
和
へ
の
貢
献
に
尽
力
し
ま
す
。

　

紛
争
解
決
の
た
め
に
は
、現
場
で
の
支

援
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
状
況
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
国
際
、地
域
、国
家
な
ど
、

様
々
な
レ
ベ
ル
の
課
題
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。特
に
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
現
場
で
は
、そ
の
必
要
性
を
よ
り

2003 国際小型武器行動ネットワーク（IANSA）加盟
日本小型武器行動ネットワーク（JANSA）設立

2004 コントロール・アームズ・キャンペーン日本設立

通常兵器移転の規制を求める100万人の顔署名運動
「ミリオンフェイスキャンペーン」実施

2009

2010

児童労働ネットワーク（CL-Net）加盟

ウガンダにおける不法小型武器問題に関する
政府と市民社会の協力関係の強化活動を実施

ラオスにて開催されたクラスター爆弾禁止条約
第1回締結会議へ参加

2020 武器貿易条約（ATT） 第6回締約国会議へ参加

児童労働ネットワーク（CL-Net）運営委員就任

コンゴ民主共和国での支援活動を事例に論文を執筆
平和学会2020年度秋季研究大会にて発表

2012 武器貿易条約国連会議へ参加

2015 武器貿易条約（ATT） 第1回締約国会議へ参加

2016 武器貿易条約（ATT） 第2回締約国会議へ参加

2017 武器貿易条約（ATT） 第3回締約国会議へ参加

2018 コントロール・アームズ・キャンペーン日本解散

武器貿易条約（ATT） 第4回締約国会議へ参加

2021 政策提言推進室を設立
「子ども兵白書」の執筆を開始

武器貿易条約（ATT） 第7回締約国会議へ参加

2006 ウガンダにて、ウガンダ小型武器
行動ネットワーク（UANSA）と協力し
小型武器問題の啓発活動を開始

2019 武器貿易条約（ATT） 第5回締約国会議へ参加
「Terra Renaissance Sponsorship Program」を創設
「南」のNGO代表、研究者2名に
ATT第5回締約国会議参加のための渡航費を支援

コンゴ民主共和国にて、
小型武器問題の啓発活動を実施

国連小型武器行動計画履行検討会議へ参加

政策提言の活動年表

認定NPO法人テラ・ルネッサンスの

法人サポーターとしてご支援ください

働く喜びに、
寄り添う。

法人サポーターは、毎月1口5,000円の法人様向けのマンスリーサポート制度
です。月々の定期的な支援が増えることにより、柔軟で安定した支援を現地に
届けることが可能になります。法人サポーターとして、テラ・ルネッサンスの
活動を継続的に支えてくださいませんか?

※任意の口数をお選びいただき、
企業・団体としてアジアやアフリカで行う

支援活動にご参加いただけます。

5,000円/口～
（ 法人サポーター ）

詳細は裏面へ
テラ・ルネッサンスへのご寄付は、税制上の優遇措置の対象です

ひとりの力は、 微力だけど、 無力じゃない。

テラ・ルネッサンスは、 「すべての生命が安心して生活できる
社会（=世界平和）の実現」を目指して2001年に誕生した
NPOです。ウガンダ、 コンゴ（民）、 ブルンジ、 カンボジア、 
ラオス、 日本の計 6ヶ国で、「地雷」、 「小型武器」、 「子ども
兵」、 「平和教育」という4つの課題に取り組んでいます。ま
た、 岩手県にて大槌復興刺し子プロジェクトを運営していま
す。現場での支援活動と同時に、国内で啓発・政策提言を
行うことで、 課題の根本的な解決を目指しています。 

認定NPO法人テラ・ルネッサンスについて

これは、私たちが大切にしている言葉の一つです。テラ・ル
ネッサンスの活動を通じて、世界で起きている様々な問題を知
り、「自分にも何かできることがある、何かやってみたい」と、
感じていただける方が増えています。

テラ・ルネッサンスでは、お金での支援（=寄付）だけでなく、
身近なことから活動に参加していただける、たくさんの方法を
ご用意しています。いまの “あなたにできること”を探してみませ
んか？詳しい参加の方法は、チラシの裏面をご覧ください。

世界を感じて生きていく。

いまの私にも、できることがある。

いのち、輝く。

04

季節をかさねて、春。

08

生きてみようか。

03

いま、たしかなこと。

07 06
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Annual Activity Report

2019-2020
認定NPO法人テラ・ルネッサンス / 2019年度年次報告書

Annual Activity Report

2020-2021
認定NPO法人テラ・ルネッサンス / 2020年度年次報告書

Annual Activity Report

2018-2019
認定NPO法人テラ・ルネッサンス / 2018年度年次報告書

社
会
課
題
を
上
流
か
ら
解
決
す
る

組
織
の
本
質
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

20th ANNIVERSARY MAGAZINE 20th ANNIVERSARY MAGAZINE 6061



テ
ラ
ル
ネ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
資
料
集
。

活
動
20
年
を
構
成
す
る
膨
大
な
資
料
群
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
ラ
ル
ネ
フ
ァ
ン（
マ
ニ
ア
？
）の
皆
さ
ま
に
オ
ス
ス
メ
。

TERRA RENAISSANCE LIBRARY

個
人
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
向
き
合
う
姿
勢
の
こ
と
。テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

の
支
援
現
場
で
は
、受
益
者
が
支
援
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
に
内

在
す
る
力
を
発
揮
し
、主
体
的
に
周
囲
の
人
々
や
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、支
援

を
活
用
し
て
い
く
姿
勢
を
尊
重
し
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
支
援
）

（
支
援
）

自
家
消
費
で
は
な
く
市
場
で
の
販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
す
る
農
作
物
の
こ
と
。

主
な
例
と
し
て
、コ
ー
ヒ
ー
や
ゴ
ム
、バ
ナ
ナ
な
ど
が
あ
る
。こ
の
内
、カ
ン
ボ
ジ

ア
で
は
特
に
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
栽
培
が
盛
ん
だ
が
、栽
培
の
た
め
に
借
金
を
し
た

り
、価
格
変
動
の
大
き
さ
か
ら
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら

貧
困
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
頻
発
。こ
の
こ
と
か
ら
、主
な
収
入
を
換
金
作
物
だ
け
に

集
中
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、家
畜
飼
育
や
家
庭
菜
園
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
収

入
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
生
計
向
上
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

換
金
作
物

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
ご
支
援
い
た
だ
く
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
の
名
称
。ま
た
、言
葉
の
意
味
と
し
て
は
結
晶
が
で
き
る
と
き
最
初
に
う

ま
れ
る
結
晶
の
こ
と
を
い
う
。結
晶
母
の
周
り
で
は
同
じ
よ
う
な
形
を
し
た
元

素
が
集
ま
り
ひ
と
つ
の
大
き
な
結
晶
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ
の
結
晶
は
小
さ

く
て
も
、結
晶
母
を
中
心
に
集
ま
っ
た
大
き
な
結
晶
の
つ
な
が
り
は
、強
く
て
た

く
ま
し
い
。私
た
ち
の
活
動
が
、そ
ん
な
結
晶
母
の
よ
う
な
存
在
で
あ
れ
た
ら
と

い
う
願
い
を
込
め
て
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
名
称
と
し
て
い
る
。

結
晶
母

（
啓
発
）

一
人
で
運
搬
・
使
用
可
能
な
武
器
。例
え
ば
、拳
銃
、自
動
小
銃
、短
機
関
銃
な
ど
。

約
1
0
0
カ
国
で1,000

以
上
の
企
業
が
小
型
武
器
を
製
造
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。現
在
、世
界
に
10
億
丁
以
上
の
小
型
武
器
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
小
型
武
器
を
使
っ
た
暴
力
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
人
は
毎
年

20
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

小
型
武
器

（
政
策
提
言
）

布
地
の
上
に
ひ
と
針
、ひ
と
針
、つ
づ
り
縫
い
や
刺
し
縫
い
す
る
こ
と
で
、布
を

丈
夫
に
し
て
、模
様
を
描
く
、日
本
の
伝
統
手
芸
。特
に
東
北
地
方
で
は
、厳
し
い

寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
布
を
重
ね
て
保
温
す
る
独
自
の
技
法
が
発
達
し
、今
で

も
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
刺
し
子
が
残
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
あ
る
。

刺
し
子

（
大
槌
刺
し
子
）

自
分
自
身
が
価
値
あ
る
存
在
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
状
態
。テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
で
は
、10
項
目（
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
の
自
尊
感
情
尺
度
）の
設
問
に
よ
り
自
尊

心
の
程
度
を
評
価
し
て
い
る
。過
去
、10
年
以
上
に
わ
た
る
元
子
ど
も
兵
の
社
会

復
帰
支
援
事
業
評
価
か
ら
、自
尊
心
の
程
度
と
生
計
向
上
の
達
成
度
に
は
相
関

関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、現
在
、自
尊
心
を
重
要
な
評
価
指

標
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

自
尊
心

（
支
援
）

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
考
え
る
自
立
と
は
、親
族
や
友
人
、地
域
住
民
な
ど
、周
囲

の
人
々
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、自
ら
の
力
で
生
計
を

維
持
し
て
い
る
状
態
。自
治
と
は
、自
分
の
将
来
や
、地
域
の
課
題
、国
の
未
来
に
つ

い
て
主
体
的
に
取
り
組
む「
責
任
と
権
限
」を
持
つ
こ
と
と
定
義
し
て
い
る
。個
人
、

地
域
、国
、そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
周
囲（
他
者
、他
地
域
、他
国
）と
の
関
係

性
を
切
り
離
さ
ず
に
、自
立
と
自
治
を
促
進
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

自
立
と
自
治

（
支
援
）

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
長
年
に
わ
た
っ
て
大
切
に
し
て
い
る
支
援
の
考
え
方
。

受
益
者
一
人
ひ
と
り
の
変
化
や
成
長
、発
展
の
プ
ロ
セ
ス
は
多
様
で
あ
る
こ
と

を
前
提
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
環
境
を
理
解
し
、本
人
や
そ
の
家
族
の
望
み
や

意
向
を
可
能
な
限
り
尊
重
し
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
方

法
。効
率
性
と
冗
長
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
も
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
に

は
不
可
欠
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
支
援

（
支
援
）

国
際
的
な
武
器
の
移
転
を
規
制
す
る「
武
器
貿
易
条
約
」の
略
称（ATT

・Arm
s Trade 

Treaty

）。本
条
約
が
国
際
移
転
の
規
制
対
象
と
す
る
通
常
兵
器
と
は
、戦
車
や
ミ
サ

イ
ル
な
ど
の
他
、一
人
で
も
運
搬
・
使
用
が
で
き
る
小
型
武
器
、複
数
人
で
運
搬
・
使

用
が
で
き
る
軽
兵
器
な
ど
を
指
す
。テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
現
場
で
の
支
援
活

動
だ
け
で
は
な
く
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
目
指
し
、A
T
T
締
約
国
会
議
に
参
加

す
る
な
ど
し
て
政
策
提
言
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

A
T
T

（
政
策
提
言
）

伝
統
知
と
科
学
知
に
も
と
づ
い
た
超
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
。そ
の
目
的
は
、生
産

性
が
高
く
、生
物
学
的
に
多
様
で
、か
つ
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
小
規
模
農
業
シ
ス
テ

ム
を
設
計
・
管
理
す
る
こ
と
。ア
ジ
ア
事
業
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
江
角
が
、カ
ン
ボ
ジ

ア
事
業
で
こ
の
手
法
を
取
り
入
れ
、実
践
と
探
求
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

（
支
援
）

テ
ラ
ル
ネ
用
語
集

テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
お
い
て「
平
和
の
担
い
手
を
育
成
す
る
」と
い
う
目
的
の
も

と「
研
修
生
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
。主
に
国
内
の
啓
発
事
業
に
従
事

し
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
は
じ
め
講
演
の
運
営
補
助
や
広
報
、支
援
者
サ
ー
ビ

ス
対
応
な
ど
、そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。人
財
育
成
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、2
0
2
1
年
ま
で
に
1
5
0
名
以
上
が
修
了
し
た
。近
年
で
は
、関
西
だ
け

で
な
く
関
東
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
啓
発
）

徴
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、同
社
の
焙
煎
士
で
あ
る
勝
原
正
さ
ん
が「
大
量
の
農
薬
と

化
学
肥
料
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
本
当
に
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
お
客
さ
ま
に
提
供

し
た
い
」と
い
う
想
い
の
も
と
世
界
中
を
探
し
て
見
つ
け
た
一
品
。し
っ
か
り
と
し

た
味
わ
い
と
と
も
に
、香
り
の
高
さ
、飲
み
心
地
の
よ
さ
か
ら
、た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
愛
飲
い
た
だ
い
て
い
る
。

「well-being

」と
は
、人
間
と
し
て
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、各
々
の
社
会
や
文
化
、価
値
観
の
な
か
で「
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら

し
」が
実
現
で
き
て
い
る
状
態
。つ
ま
り
、客
観
的
な
指
標
の
み
で
測
る
こ
と
が

で
き
な
い
概
念
で
あ
り
、本
人
の
主
観
を
含
め
て
、身
体
的
、精
神
的
、社
会
的
に

満
た
さ
れ
て
い
る
状
態
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、例
え
ば
、あ
る

個
人
が
身
体
的
な
健
康
水
準
を
低
下
さ
せ
て
で
も
、他
者
を
助
け
る
と
い
う
選

択
を
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。そ
れ
に
よ
り
人
々
が「
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら

し
」を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
面
が
、実
際
に
、ア
フ
リ
カ
の
現
場
で
起

こ
っ
て
い
る
。ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、こ
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
主
体
者

（
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）と
し
て
の
自
由
を
も
尊
重
し
た
概
念
で
あ
る
と
テ
ラ
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
捉
え
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
支
援
）

テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
10
年
以
上
の
お
つ
き
合
い

（
取
引
き
）を
い
た
だ
く
株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
様

が
製
造
す
る
、自
然
栽
培（
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
）

の
ウ
ガ
ン
ダ
産
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
コ
ー
ヒ
ー
。特

ウ
ガ
ン
ダ
コ
ー
ヒ
ー

（
啓
発
）

TERRA RENAISSANCE LIBRARY

紛
争
を
は
じ
め
、宗
教
的
な
迫
害
や
人
種
差
別
な
ど
を
理
由
に
、住
み
慣
れ
た
居
住

地
域
か
ら
逃
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
人
々
の
こ
と
。2
0
1
7
年
、南
ス
ー
ダ
ン

に
お
け
る
紛
争
の
激
化
か
ら
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
に
流
入
す
る
難
民
が
激
増
。テ
ラ
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
、保
護
者
が
い
な
い
子
ど
も
だ
け
の
世
帯
な
ど
約1,000

人
を
対

象
に
、衣
・
食
・
住
を
は
じ
め
、保
健
衛
生
、子
ど
も
の
初
等
教
育
な
ど
、人
間
と
し
て

の
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
緊
急
支
援
緊
急
支
援
を
実
施
し
た
。

難
民

（
支
援
）

N
P
O
法
人
を
は
じ
め
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
む
団
体
が
、活
動
の
た
め
の

資
金
を
、個
人
や
法
人
、広
く
は
政
府
な
ど
か
ら
集
め
る
行
為
の
総
称
。ま
た
、資

金
だ
け
で
な
く
、活
動
に
必
要
な
物
資
や
資
材
、従
事
す
る
人
員
な
ど
を
集
め
る

こ
と
な
ど
か
ら
、本
質
的
な
意
味
と
し
て「
仲
間
集
め
」と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

（
啓
発
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー
ズ(Basic H

um
an Needs)

の
略
で
、衣
食

住
、教
育
、医
療
・
保
健
、雇
用
な
ど
を
含
む
人
間
生
活
に
と
っ
て
最
低
限
か
つ
基

本
的
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
。主
に
脆
弱
な
人
々
を
対
象
に
自
立
支
援
を
行
っ

て
い
る
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
、脆
弱
層
を
保
護
す
る
上
で
不
可
欠
な

B
H
N
支
援
を
緊
急
的
ま
た
は
時
限
的
に
実
施
し
て
い
る
。但
し
、多
く
の
場
合
、

B
H
N

（
支
援
）

月
々5,000

円
か
ら
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
法
人
向
け
の
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
。自
社
の
所
在
地
近
辺
に
あ
る

T
S
C
に
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
人
サ
ポ
ー
タ
ー

（
啓
発
）

マ
ラ
リ
ア
原
虫
を
も
っ
た
蚊（
ハ
マ
ダ
ラ
カ
属
）に
刺
さ
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
病

マ
ラ
リ
ア

（
支
援
）

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
お
け
る
回
収
系
支
援
事
業
の
名
称
。現
在
ま
で
の
取
り

扱
い
対
象
は
、書
き
損
じ
は
が
き
・
古
着
・
古
本
・
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
・
使
用
済
み

携
帯
電
話
・
古
紙
な
ど
が
あ
る
。現
金
の
寄
付
に
比
べ
て
取
り
組
み
や
す
い
こ
と

か
ら
、学
生
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く
人
気
が
あ
る
。

め
ぐ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
啓
発
）

正
規
、非
正
規
を
問
わ
ず
、あ
ら
ゆ
る
軍
隊
に
所
属
す

る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
。戦
闘
に
直
接
関
わ

る
以
外
に
、資
材
の
運
搬
、食
料
の
調
達
な
ど
の
活
動

に
従
事
す
る
兵
士（
非
戦
闘
員
）も
含
ま
れ
る
。子
ど

も
が
兵
士
に
な
る
理
由
に
は
、誘
拐
な
ど
に
よ
る
強

制
的
な
徴
兵
や
貧
困
な
ど
の
理
由
に
よ
る
志
願
が
あ

る
。ま
た
、少
年
だ
け
で
な
く
、少
女
も
含
ま
れ
る
。少

女
の
場
合
は
、大
人
兵
士
と
の
強
制
結
婚
や
性
的
虐

待
を
受
け
、望
ま
な
い
妊
娠
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。10
歳
に
も
満
た
な
い

子
ど
も
が
兵
士
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
子
ど
も
兵
ら

は
身
体
的
・
精
神
的
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
、ま
た
武
装
勢
力
か
ら
逃
れ
た
あ
と
も
偏

見
や
差
別
を
受
け
る
な
ど
、社
会
復
帰
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。子
ど
も
兵

は
世
界
中
で
少
な
く
と
も
25
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
兵

（
支
援
）

様
々
な
理
由
か
ら
流
通
量
・
使
用
量
が
少
な
く
希
少
な
非
鉄
金
属
の
こ
と
。テ
レ

ビ
を
は
じ
め
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
化
製
品
・
精
密
機
器
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。天
然
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
は
タ

ン
タ
ル
や
コ
バ
ル
ト
の
生
産
量
が
多
く
、こ
れ
ら
が
武
装
勢
力
に
よ
っ
て
違
法

採
掘
さ
れ
、こ
の
取
引
が
武
装
勢
力
の
活
動
資
金
に
あ
て
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
こ

と
が
、ア
フ
リ
カ
で
の
紛
争
悪
化
や
児
童
労
働
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら「
紛
争
鉱
物
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

レ
ア
メ
タ
ル

（
啓
発
）

様
々
な
リ
ス
ク
や
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、自
ら
に
内
在
す
る
多
様
な
力
と

周
囲
と
の
関
係
性
の
中
で
、そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
し
な
や
か
な
適
応
能
力

あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。そ
れ
は
特
別
な
能
力
で
は
な
く
、人
間
に
基
本
的

に
備
わ
っ
て
い
る
自
然
な
適
応
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、周
囲
の
環
境
や
社
会
シ
ス

テ
ム
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
向
上
ま
た
は
低
下
す
る
も
の
。外
部
か
ら
援
助
す

る
側
の
役
割
は
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
多
様
な
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
尊
重
し
、対
象
と

す
る
国
や
地
域
、人
々
に
内
在
す
る
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
土
壌
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
支
援
）

月
々1,000

円
か
ら
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
個
人
向
け
の
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
。大
き
な
金
額
の
寄
付
だ
け
で

な
く
、細
く
て
も
長
く
支
援
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
、中
長
期
的
な
課
題

解
決
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

（
啓
発
）

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
呼
び
か
け
、ま
た
海
外
の
現
地
に
お
け
る
視
察
工
程
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
ツ
ア
ー
。主
に
ウ
ガ
ン
ダ
、カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
渡
航
し
現
地
の
様
子
を
視
察
。元
子
ど
も
兵
や
地
雷
被
害
に
あ
っ
た
方
と
の
交

流
を
通
し
て
、社
会
課
題
の
現
状
や
支
援
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
。

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

（
啓
発
）

職
業
訓
練
や
農
業
・
家
畜
飼
育
支
援
な
ど
に
よ
り
収
入
源
の
確
保
・
所
得
向
上
を

目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、自
給
食
料
の
生
産
や
家
計
管
理
、貯
蓄
習
慣
の
定
着
な

ど
を
通
し
て
、総
合
的
に
生
計
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。特
に
、テ

ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
は
、紛
争
や
災
害
な
ど
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
危
機
や
リ

ス
ク
に
晒
さ
れ
続
け
て
い
る
人
々
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、生
計
が
向
上
し

た
後
も
、そ
の
状
態
が
維
持
ま
た
は
さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
持
続

可
能
な
生
計
向
上
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
て
い
る
。

生
計
向
上
支
援

（
支
援
）

日
本
国
内
の
各
地
で
法
人
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
テ
ラ・ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
支
援
す
る

た
め
に
結
成
さ
れ
た
組
織
の
略
称（TSC

・Terra Renaissance Supporters Club

）。

T
S
C

（
啓
発
）

生
ま
れ
た
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
る
制
度
。テ
ラ
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、2
0
1
7
年
よ
り
佐
賀
事
務
所
を
開
設
。佐
賀
県
に
お
け
る

国
際
理
解
・
平
和
教
育
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、佐
賀
県
が
提
供
す
る「
ふ
る
さ

と
納
税(

寄
附)

」を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。お
返
し
の
品
で
は
、佐
賀
牛

や
佐
賀
県
産
の
お
米
、海
苔
、酒
、有
田
焼
な
ど
が
あ
る
。年
を
追
う
ご
と
に
認

知
度
が
高
ま
り
、ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

の
申
し
込
み
が
増
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）

（
啓
発
）

受
益
者
が
自
ら
の
力
で
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
と
共
存
す
る
上
で
不
可
欠

な
支
援
。職
業
訓
練
な
ど
に
よ
り
生
計
手
段
を
確
保

す
る
だ
け
で
は
な
く
、対
象
者
の
状
況
に
応
じ
て
、

基
礎
教
育
や
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、包
括
的
に
受
益
者
の
生
計
を
向

上
・
維
持
し
て
い
く
。加
え
て
、こ
う
し
た
技
術
や
知

識
な
ど
の
認
知
的
能
力
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

受
益
者
が
周
囲
の
人
々
と
良
好
な
関
係
性
を
築
き
、社
会
的
な
繋
が
り
を
保
持

す
る
た
め
に
必
要
な
非
認
知
的
能
力（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
）の
向
上
を
目
指
す

包
括
的
な
支
援
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

自
立
支
援

（
支
援
）

自
立
支
援
と
切
り
分
け
て
行
わ
ず
に
、B
H
N
支
援（
保
護
戦
略
）と
自
立
支
援

（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
戦
略
）は
、並
行
し
な
が
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
に
実
施
し
、

最
終
的
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

（
支
援
）

ひ
と
つ
の
親
爆
弾
の
中
か
ら
、大
量
の
子
爆
弾
が
ば
ら

ま
か
れ
る
方
式
の
爆
弾
の
こ
と
。集
束
爆
弾
や
親
子
爆

弾
と
も
呼
ば
れ
る
。5
％
〜
30
％
が
爆
発
し
な
い
ま
ま

残
っ
て
し
ま
う
た
め
、空
か
ら「
地
雷
」を
ば
ら
ま
い
て

い
る
よ
う
な
も
の
と
い
え
る
。戦
闘
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、不
発
弾
が
被
害
を
与
え
続
け
る
こ
と
か
ら
、ク
ラ

ス
タ
ー
爆
弾
は「
第
2
の
地
雷
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾

あ
り
合
わ
せ
の
材
料
や
道
具
を
用
い
て
、間
に
合
わ

せ
の
修
繕
を
行
っ
た
り
、足
り
な
い
も
の
や
不
便
な

も
の
に
対
応
、適
応
す
る
営
み
。綿
密
な
計
画
と
エ
ン

ジ
ニ
ア
的
思
考
に
基
づ
く
や
り
方
に
比
べ
る
と
場
当

た
り
的
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
の
時
、そ
の
場

に
あ
る
資
源
や
在
る
も
の
の
潜
在
的
有
用
性
を
考
え

な
が
ら
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
創
造
し
て
い
く
ブ
リ

コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
営
み
は
、紛
争
や
災
害
な
ど
突
発
的

な
リ
ス
ク
や
様
々
な
困
難
に
晒
さ
れ
、流
動
性
が
高

い
社
会
に
お
い
て
は
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
し
て

い
く
上
で
有
用
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ

（
支
援
）

気
。世
界
中
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
で
流
行
し
て
お
り
、特
に
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、

本
来
な
ら
治
療
で
き
る
病
気
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、医
療
体
制
が
脆
弱
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
幼
い
子
ど
も
が
感
染
し
死
亡
す
る
被
害
が
相
次
い
で
い
る
。

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
理
事
長
の
小
川
は
、こ
れ
ま
で
に
８
回
ほ
ど
感
染
し
た
。
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TERRA RENAISSANCE LIBRARY

完
了
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

TERRA RENAISSANCE LIBRARY

女性義肢装具士育成と
義肢装具支援プロジェクト

2003-2009｜カンボジア

経済的な事情から就学をあきらめざるをえない女性を対象に、
奨学金の提供などを通じて義肢装具士の育成を行なった。当
時、女性の義肢装具士は少なかった。

スマイルハウス建設（元子ども兵社会
復帰施設住民参加型建設）プロジェクト

2005｜ウガンダ

元子ども兵が洋裁技術を身につけ、収入向上活動を始めていくため
の社会復帰訓練施設の建設を実施した。

元子ども兵が社会復帰するための
職業訓練センター建設プロジェクト

2007｜ウガンダ

元子ども兵が服飾デザイン、木工大工の職業訓練に取り組むための施設の
建設をはじめ、施設敷地内のブロック塀の設置や、施設内の機材・備品を整
備した。

元子ども兵及び
紛争被害者エンパワーメントプロジェクト

2009-2019｜コンゴ

紛争被害にあった貧困層住民などを対象に、緊急時の医療物資などの支援
をはじめ、自給食料を生産するための農業支援や、カウンセリングによる心
理社会支援などを実施した。

地雷埋設地域クメール伝統音楽
復興＆継承プロジェクト

2010-2012｜カンボジア

ポル・ポト時代の長い内戦によって衰退した伝統音楽を復興し、演奏による
収入を得られるようになるとともに、若い世代にも伝統楽器の演奏技術の継
承が実施された。

コンゴ東部地域における元子ども兵及び紛争
被害者支援のためのパイロットプロジェクト

2007-2008｜コンゴ

元子ども兵および性暴力被害を受けた女性などの紛争被害者が職業技術を
身につけ、その技術により地元の病院へ木製ベッドを製作・提供するなどの
社会貢献活動を促進した。

紛争被害者の能力開発を通した
コミュニティレジリエンス向上プロジェクト

2015-2018｜ブルンジ

養蜂などを通じて紛争被害者が生計向上を果たすとともに、生産者協同組合
の組織化とこれに伴うコミュニティの収入源が持続的に確保されることを目
指した活動を行なった。

産学民連携による持続可能な森林保全
のための自然共生型産業の普及活動
ラオス不発弾汚染地域における
養蜂の技術向上と普及を目指した
“Farm miel”プロジェクト

2017-2019｜ラオス

不発弾汚染地域における森林保全や自然との共生を、養蜂などを通じて直
接的な森林利用の代替となる自然資源を活用した産業の確立を目指したプ
ロジェクト。

元子ども兵社会復帰支援プロジェクトに
おける長期的インパクト評価事業

2017-2019｜ウガンダ

弊会の支援により自立を果たした元子ども兵が自立後の7年～9年の間に生
計が向上・維持しているのかなど長期的な経済的、社会的なインパクトを質
的・量的に調査し分析を行なった。

紛争被害女性の
エンパワーメントプロジェクト

2018-2019｜コンゴ

性暴力の被害にあった女性などを対象に、乳製品の販売促進による生計向
上支援を実施。生産者協同組合の生産性の向上を目的に、組合の管理方法
について研修を行なった。

農村部コミュニティにおける社会的弱者
（EVIs）世帯の自立と自治支援プロジェクト

2018-2021｜ブルンジ

ストリートチルドレンなどを対象に、養豚やヘアドレッシングなどの収入向上
支援を実施。また、地域社会における対人関係を向上するためのワークショッ
プを行なった。

難民居住区及びホストコミュニティにおける
自立支援プロジェクト

2018-2021｜ウガンダ

南スーダン難民を対象に、洋裁やレンガ積みなどの職業訓練を実施。仕事の
ために必要な知識や技術、資機材の提供により自立を目指した収入を得るこ
とができるようになった。

※これらは、過去に完了したプロジェクトの一部を抜粋したものです。
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活動のきっかけ、仲間たちとの出会い、カンボジアからはじまった活動はアフリカのウガンダへと広
がっていく。テラ・ルネッサンスの原点を漫画で！

出版年 2008,2009
出版社 株式会社インフィニティ
著　者 田原 実

テラ･ルネッサンス !"一人ひとりに未来を創る力がある
テラ･ルネッサンスⅡ マンガ 鬼丸昌也さんの挑戦

学生時代、たった一人でNGOを立ち上げた青年がい
た。課題解決のためのメッセージは共感を呼び、日本
中に広がっていく。情熱の社会起業家ストーリー。

こうして僕は世界を変えるために
一歩を踏み出した
出版年 2008
出版社 株式会社こう書房
著　者 鬼丸昌也

アフリカにおける紛争の実情と、その背景にある複
雑な社会構造を知ったとき、紛争は遠い国の出来事
ではなくなるかもしれない。

ぼくらのアフリカに
戦争がなくならないのはなぜ？
出版年 2012
出版社 合同出版株式会社
著　者 小川真吾

毎年50万人の命が小型武器により
奪われる中、特に子ども兵の問題
は深刻。絶望的な問題を知ったい
ま、私たちにできることを考える。

ぼくは13歳 職業、兵士
出版年 2005
出版社 合同出版株式会社
著　者 小川真吾 / 鬼丸昌也

こうして僕は世界を変えるために
一歩を踏み出した（DVD）

年間150回以上にもおよぶテラ・ルネッサンスの講演
は、多くの共感を呼びと支援を集めてきた。創設者・
鬼丸昌也の講演を映像化。

出版年 2016
出版社 認定NPO法人テラ・ルネッサンス
著　者 認定NPO法人テラ・ルネッサンス

250,000
チャイルドソルジャーが見た夢（DVD）

世界中で25万人以上存在するといわれる子ども兵の
現状と、ウガンダにおける元子ども兵の社会復帰支
援活動の様子を映像化。Youtubeでも無料公開中。

出版年 2012
出版社 認定NPO法人テラ・ルネッサンス
著　者 認定NPO法人テラ・ルネッサンス

クラスター爆弾、
ラオスからのメッセージ

ラオスに残存するクラスター爆弾によって、今なお多
くの命が危機にさらされている。深刻な現状を一人で
も多くの人に知ってもらうべく漫画化。

出版年 2014
出版社 認定NPO法人テラ・ルネッサンス
著　者 江角泰

僕が学んだ
ゼロから始める世界の変え方

講演を通じてたくさんの仲間を増やしてきたテラ・ル
ネッサンス。人の心に火をつけ、アクションを起こすた
めの「伝える技術」を解き明かす。

出版年 2014
出版社 扶桑社
著　者 鬼丸昌也

「できないことを探すほうが難しい」と知って
子ども兵問題と向き合い、踏み出した僕らの一歩

最新情報から子ども兵の問題を解説や、課題解決に取り組む人々への
インタビューを収録。中高生に向けた平和教育の学習教材として制作。

出版年 2020
出版社 認定NPO法人テラ・ルネッサンス
著　者 認定NPO法人テラ・ルネッサンス / 栗田佳典 / 島彰宏

平和をつくるを仕事にする

厳しい現実や難しい課題を前に、「今の自分にできるこ
と」を積み重ねてきたテラ・ルネッサンスの創設者が語
る「平和をつくる仕事」とは。

出版年 2018
出版社 筑摩書房
著　者 鬼丸昌也

書
籍

「
企
業
や
個
人
を
巻
き
込
む 

闘
わ
な
い 

平
和
運
動
」

”

”

書籍ご購入の方はこちら
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「わたし」に、
平和をつくる可能性（ちから）があると信じさせてくれるところ。

鬼丸昌也 創設者・理事・事務局長

自分の夢を叶え、原点に戻り、そしてまた挑戦できる場所。

吉田真衣 理事・大槌刺し子事業部長・政策提言推進室長

平和への願いと共に、
未来に無限の可能性を見いだせる場所。

高木瑞希 啓発事業部 インターン

平和を願う、
素直なこころに立ち返らせてくれる場所と仲間。

津田理沙 啓発事業部スタッフ 寄付・法人連携 担当

一人一人が平和をつくる主体であることを、教えてくれた場所。

今津千尋 啓発事業部 インターン

時には痛みを包み込む、時には前へ進む勇気になる。そんな優しい風。

福井妙恵 啓発事業部スタッフ 寄付・法人連携 担当

人々に気づきを与え
原点に立ち返らせる不思議な組織。

中林若菜 ブランディングデザイン室 デザイナー

世界平和の実現に繋がるステップを一つ一つ学べる場所。

蒲田琴梨 啓発事業部 インターン

私とあなたの内にある平和を信じ育てるホーム。

村木嘉映 啓発事業部 インターン

新しい人との関わりや
新しいことを学べる、
自分にとってプラスがふえる場所。

佐々木加奈子 大槌刺し子 生産管理担当

一人でも多くの人の
世界をより良くしたい、
と思える勇気をくれる場所。

小川さくら 啓発事業部 インターン

私にもみんなにも力があって、生きるって素晴らしいって思わせてくれる安心できるコミュニティ。

川島綾香 ブルンジ事務所長

平和の儚さと尊さに気づき、人が人を想うあたたかさに触れられるところ。

元浦菜摘 海外事業部 インターン

受益者と、スタッフと、
支援者さん、みんな家族で、みんな支えあってる。

野田怜弥 啓発事業部 インターン

「きれいごと」と
現実をつなげる、
温かくて大きなかたまり。

田代啓 啓発事業部 インターン

視野を広く持ち、
たくさんの学びを得られるところ。

黒澤かおり 大槌刺し子 会計担当

小川真吾 理事長・海外事業部長

共通の未来に向かって、一人ひとりが多様な生き方をできる場。

西川智子 管理部

多様性を受け入れ、
互いの個性を尊重しあえる仲間と平和を体現する場所。

世界平和の実現に本気で挑む集団。ただし、やり方は、みんなが幸せになるように、純粋に徹する心で。

鎌田久美子 ブランディングデザイン室 スタッフ

豊かな暮らしとは、
豊かな心でいるとはどういうことか、自分に、世界に、問い続けられる場所。

香葉村萌 啓発事業部 海外ファンドレイジング 台湾 担当

ひとりひとりの「give」が集まり次の「give」へつなげるところ。

江角泰 理事・カンボジア事務所長・アジア事業マネージャー

田畑勇樹 啓発事業部 インターン

栗田佳典 啓発事業部 講演企画・支援連携 担当

それぞれが持つ
平和の種が自然と芽吹く、あたたかく優しい土壌。

藤森みな美 啓発事業部 寄付・法人連携 担当

それぞれが願う
多様な「平和」を、
認め合いながら一緒に
作り上げることができる場所。

上野知子 啓発事業部 支援者サービス 担当

『三方よし』
近江商人のように
支援者さまよし、スタッフよし、世界によしをこれからも。

飯村浩 アジア事業 サブマネージャー

心が折れそうになったとき、再び前に進む力をくれる場所。

古岡繭 アフリカ事業 サブマネージャー

多くの可能性を生み出し、関わる人の一歩を
後押ししてくれるところ。

小
田
起
世
和
事
務
局
次
長・啓
発
事
業
部
長・ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
室
長

鈴
鹿
達
二
郎
ア
フ
リ
カ
事
業 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

高
口
望
啓
発
事
業
部 

イ
ン
タ
ー
ン

隅
田
千
恵
管
理
部
長

佐々木純徹 啓発事業部 佐賀事業・政策提言推進室 担当

平和への想いを
「自信」に変える場所。

島彰宏 啓発事業部 オンラインマーケティング 担当
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